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101 戦国期今川・徳川領国にみる「名代」

じ
て
い
く
。

そ
の
存
続
を
め
ぐ
り
、
ど
の
よ
う
に
対
処
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
戦
国
大
名
は
、
統
制
が
取
れ
た
軍
団
を
形
成
す
る
た
め
に

一
定
の
秩
序
を
も
っ
て
「
家
」
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
当
主
の
幼
少
化
に

と
も
な
う
「
家
」
存
続
の
構
造
を
町
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
幼
少
当
主
に
代
わ
り
「
家
」
の
課
役
を
負
担
す
る
「
名
代
」
に
着
日
し
て
論

こ
の
「
名
代
」
に
関
す
る
初
見
の
研
究
は
中
田
薫
氏
で
あ
る
。
中
田
薫
氏
は
、
「
名
代
」
に
は
、
①
代
人
、
②
封
的
後
見
人
（
陣
代
・
番

代
）
、
③
中
継
相
続
人
、
④
家
督
、
四
つ
の
字
義
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
中
継
相
続
人
と
陣
代
・
番
代
と
の
区
別
は
難
し
い
と
す

る
。
次
い
で
石
井
良
助
氏
は
、
後
見
人
制
度
を
考
察
す
る
な
か
で
、
室
町
時
代
以
降
に
武
＋
の
間
で
は
軍
事
的
負
担
が
重
視
さ
れ
、
軍
事

「
家
」
の
構
造
を
利
用
し
て
お
り

戦
国
時
代
は
、
戦
乱
が
続
い
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
戦
国
大
名
や
給
人
・
土
豪
を
間
わ
ず
当
主
が
戦
争
等
で
亡
く
な
り
、
そ
の

継
承
者
が
幼
少
・
若
年
で
あ
る
状
況
は
少
な
か
ら
ず
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
状
況
は
、
「
家
」
が
不
安
定
と
な
り
滅
亡
す
る
原
因
と
も

な
り
う
る
、
「
家
」
存
続
の
危
機
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
上
位
権
力
（
戦
国
大
名
等
）
や
従
者
（
国
衆
・
給
人
・
土
豪
）
の
「
家
」
は
、

は
じ
め
に

戦
国
期
今
川
・
徳
川
領
国
に
み
る

「
名
代
」

茶

園

紘

己
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勤
務
の
た
め
の
代
理
人
（
陣
代
・
番
代
・
名
代
・
手
代
）
と
い
う
性
格
を
、
中
継
相
続
人
や
後
見
人
が
幣
び
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
家
放

制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
た
福
尾
猛
市
郎
氏
は
、
「
室
町
時
代
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
「
名
代
」
と
は
た
だ
の
代
人
の
こ
と
で
な
く
て
、
家
名

の
代
位
者
つ
ま
り
家
督
相
続
人
の
こ
と
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
の
研
究
は
、
古
代
か
ら
近

ittま
で
を
通
史
的
に
検
討
し
、
中
世
に
お

個
別
事
例
を
検
討
し
た
研
究
は
様
々
あ
る
。
今
川
・
徳
川
氏
の
研
究
に
お
い
て
は
柴
裕
之
氏
と
平
野
明
夫
氏
の
研
究
が
あ
る
。
ま
ず
柴

裕
之
氏
は
、
東
条
松
平
家
の
「
名
代
」
松
井
忠
次
へ
発
給
さ
れ
た
起
請
文
の
内
容
か
ら
、
「
名
代
」
の
役
割
・
権
限
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
「
名
代
」
は
、
幼
少
当
主
の
家
中
へ
影
響
力
を
持
と
う
と
し
た
卜
位
者
（
徳
川
家
康
）

の
思
惑
と
保
証
で
成
立
し
た
と
し
、
「
名
代
」
松

井
忠
次
は
家
中
に
お
け
る
、
自
身
の
政
治
的
立
場
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
と
指
摘
し
、
そ
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

平
野
明
夫
氏
は
、
三
河
同
衆
の
八
名
西
郷
氏
の
事
例
か
ら
、
「
名
代
」
に
西
郷
氏
家
巾
の
裁
量
を
任
せ
、
そ
れ
を
家
康
が
保
証
す
る
状
況
か

ら
徳
川
氏
と
西
郷
氏
が
主
従
関
係
を
結
ん
で
い
た
と
推
測
す
る
。
「
名
代
」
の
保
証
が
、
下
従
関
係
の
メ
ル
ク
マ
ー
ク
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

ま
た
丸
島
和
洋
氏
は
、
柴
裕
之
氏
の
指
摘
を
も
と
に
、
甲
斐
武
田
氏
家
臣
の
事
例
を
踏
ま
え
「
名
代
（
陣
代
）
と
は
当
主
と
な
る
べ
き

人
間
が
幼
少
で
、
軍
役
を
こ
な
せ
な
い
場
合
、
本
人
が
成
人
す
る
ま
で

つ
い
で

選
ば
れ
た
家
督
代
行
者
を
指
す
。
基
本
的
に
大
名
の
指
名
な
い
し
承
認
を
得
る
こ
と
で
定
め
ら
れ
、
知
行
・
詞
心
を
一
時
的
に
引
き
継
ぐ

の
で
あ
る
」
と
端
的
に
ま
と
め
て
い
る
。

薩
摩
島
津
氏
の
研
究
で
は
、
松
迫
知
広
氏
が
「
御
名
代
」
島
津
義
弘
の
権
限
や
役
割
を
検
詞
し
た
。
そ
の
な
か
で
義
弘
の
立
場
は
「
名

代
就
任
に
よ
っ
て
次
期
家
督
と
さ
れ
た
こ
と
」
、
そ
の
地
位
は
「
義
久
を
越
え
る
こ
と
は
な
く
、
名
代
は
あ
く
ま
で
も
代
理
で
し
か
な
か
っ

た
」
と
し
た
。
長
谷
川
裕

f
氏
は
、
近
江
今
井
氏
の
領
主
権
力
の
性
格
を
追
及
し
、
「
幼
少
の
今
井
氏
当
主
を
補
佐
す
る
た
め
の
名
代
」
に

け
る
「
名
代
」
の
特
徴
を
指
摘
し
た
も
の
と
い
え
る
。

|
八
ー
＿
―
+
歳
）
と
期
間
を
区
切
っ
て
一
族
中
の
有
力
者
か
ら
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こ
れ
が
第
三
の
目
的
で
あ
る
。

同
様
の
「
名
代
」
の
事
例
が
比
較
的
豊
富
に
確
認
で
ぎ
る

選
ば
れ
、
今
井
氏
の
領
域
支
配
を
任
さ
れ
た
今
井
中
西
氏
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
戦
国
期
に
お
い
て
当
主
の
領
域
支
配
を
補
佐

す
る
役
目
（
執
権
・
家
宰
・
名
中
）
は
、
当
主
の
ご
く
近
親
の
分
身
的
立
場
の
一
族
で
は
な
く
家
臣
が
務
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
。

以
上
が
管
見
の
限
り
で
の
「
名
代
」
に
関
す
る
個
別
事
例
の
研
究
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
名
代
」
を
担
う
個
々
の
人
物
が
保
持
す
る
役

割
や
権
限
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
名
代
」
が
な
ぜ
成
立
し
た
か
や
、
「
名
代
」
そ
の
も
の
の
役
割
・
権
限
・
設
置
目
的
な
ど

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
今
川
氏
•
徳
川
氏
の
領
国
に
み
え
る
「
名
代
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
天
文
十
五
年
(
-
五
四
六
）
以
降
、

今
川
氏
は
一
ご
河
国
に
侵
攻
し
て
い
く
過
程
で
軍
事
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
と
く
に
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
今
川

氏
の
領
国
と
し
て
支
配
が
浸
透
し
た
駿
河
国
・
遠
江
国
や
侵
攻
先
で
あ
る
三
河
国
で
は
、
当
主
幼
少
化
に
と
も
な
う
「
名
代
」
の
事
例
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
。
ま
た
永
禄
一
二
年
(
-
五
六

0
)
の
桶
狭
間
の
戦
い
以
降
に
、
徳
川
氏
が
三
河
を
平
定
し
て
い
く
過
程
の
な
か
に
も
、

（
本
稿
に
お
い
て
家
康
は
、
松
平
氏
や
徳
川
氏
を
名
乗
る
が
、
便
宜
上
「
徳
川

氏
」
「
徳
川
家
康
」
に
統
一
し
て
記
す
）
。
以
上
の
よ
う
に
今
川
・
徳
川
領
国
で
は
「
名
代
」
の
事
例
を
豊
富
に
確
認
で
き
、
当
主
の
幼
少

化
に
と
も
な
う
「
家
」
存
続
の
危
機
へ
の
対
処
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
適
渭
な
検
討
材
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
本
報
告
の
目
的
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
の
目
的
は
、
柴
裕
之
氏
ら
が
指
摘
し
た
「
名

代
」
の
権
限
・
役
割
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
今
川
氏
と
徳
川
氏
の
領
国
に
お
け
る
事
例
を
加
え
再
検
討
す
る
。
そ
し
て
戦
国
期
の
「
名

代
」
成
立
の
背
景
、
設
置
期
間
、
役
割
・
権
限
、
人
選
、
設
置
目
的
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
二
の
目
的
は
、
そ
の
上
で
戦
国
大
名
の
国

衆
統
制
に
お
け
る
「
家
」
と
家
督
の
重
要
性
を
位
置
づ
け
る
。
以
上
よ
り
戦
国
期
に
お
け
る
若
年
喝
主
の
存
在
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
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件

犬
文
廿
四七
月
六
日

（
今
川
義
匹

ム
口

、

Y
J
`
•

軍
役
の
「
名
代
」

ま
ず
、
今
川
氏
の
領
国
の
駿
河
国
・
遠
江
国
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
今
川
領
国
内
で
「
名
代
」
の
文
言
を
含
む
文
書
は
何
点
か
確
認
で

き
る
。
と
く
に
、
そ
の
様
相
が
わ
か
る
遠
江
国
の
村
松
氏
と
駿
河
日
の
井
出
氏
の
事
例
を
取
り

t
げ
検
討
す
る
。
村
松
氏
の
事
例
で
は
、

戦
国
時
代
に
お
い
て
大
名
が
最
も
重
要
視
し
た
軍
役
に
関
す
る
「
名
代
」
を
、
ま
た
井
出
氏
の
事
例
で
は
、
軍
役
と
と
も
に
重
要
で
あ
っ

そ
れ
で
は
、
村
松
氏
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
村
松
氏
は
遠
江
束
部
の
士
豪
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
戦
国
大
名
今
川
氏
の
重
臣
で

あ
る
三
浦
氏
の
同
心
で
あ
る
こ
と
が
、
次
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

【
史
料
一
】
今
川
義
冗
判
物
写

（
几
政
）

三
浦
左
京
亮
知
行
仁
田
村
之
年
貢
員
数
、
米
弐
百
壱
俵
弐
斗
、
代
物
弐
貫
文
地
之
事

此
外
壱
石
一
斗
一
升
高
尾
江
冗
政
寄
進
之
間
、
永
除
レ
之
也
、

右
、
左
京
亮
知
行
、
数
年
依
旱
隧
令
困
窮
＼
借
銭
・
借
米
為
過
分
之
間
、
彼
知
行
五
百
弐
拾
貰
文
L
売
渡
、
進
退
可
レ
続
之

売
渡
段

由
、
達
血
令
訴
訟
之
条
、
不
レ
準
自
余
一
買
取
之
儀
、
領
掌
畢
、
一
円
買
得
之
上
者
、
永
為
私
領
両
7

所
務
、
年
貢
以
下
百
姓

く

く

<

v

者

等

令

難

渋

者

、

為

地

頭

叶

新

百

姓

可

申

付

＼

然

間

左

京

亮

永

代

致

同

心

、

PI
走
廻
、
若
彼
地
増
分
就
レ
令
一
出
来
者
、

無
相
違
遂
所
務
、
随
其
分
限
得
可
一
加
増
、
但
陣
番
知
行
役
之
事
、
為
幼
少
之
間
、
以
名
代
可
レ
勤
レ
之
者
也
、
的
如
レ

た
と
さ
れ
る
寺
社
興
行
に
関
す
る
「
名
代
」
を
検
討
し
て
い
く
。

今
川
領
国
に
お
け
る
「
名
代
」
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御
知
行
|
田
村
員
数
之
事
、

5a) 
：ー

【
史
料
―
-
】
村
松
正
久
等
連
署
契
状
写

き
る
。

た
こ
と
も
あ
り
知
行
地
の
売
却
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

遠
藤
楠
鍋

【
史
料
一
】
は
、
犬
文
二
十
四
年
（
弘
治
元
年
・
一
五
五
五
）
に
一
・
一
浦
尼
政
が
遠
藤
楠
鍋
へ
知
行
地
を
売
却
す
る
こ
と
を
、
今
川
義
元
が

許
可
し
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
川
領
国
に
お
い
て
知
行
地
の
売
却
は
基
本
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
浦
左
京
亮
の
知
行

地
は
旱
魃
に
よ
っ
て
困
窮
し
て
い
た
た
め
、
特
別
に
売
却
が
認
め
ら
れ
た
。
と
く
に
三
浦
氏
は
今
川
氏
の
重
臣
の
家
で
あ
り
、
弘
治
三
年

（
一
五
五
七
）
の
西
尾
城
在
城
の
際
に
、
元
政
は
「
番
衆
」
へ
異
見
す
る
立
場
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
軍
事
的
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

と
こ
ろ
が
、
軍
役
を
賦
課
す
る
上
で
重
要
な
知
行
地
の
売
却
先
が
、
楠
鍋
丸
の
名
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
幼
少
の
者
で
あ
る
。

役
の
負
担
が
で
き
な
い
人
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
解
決
手
段
と
し
て
軍
役
（
「
陣
番
・
知
行
役
」
）

丸
が
幼
少
で
あ
る
間
は
、
「
名
代
」
に
よ
っ
て
務
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
楠
鍋
の
「
名
代
」
を
、
次
の
【
史
料
―
-
】
か
ら
確
認
で

務
候
、
殊
二

つ
ま
り
軍

は
、
楠
鍋

合
弐
百
拾
九
俵
壱
斗
三
升

此
外
二
丑
り
亨
+
人
升
地
蒻
尾
4

―
浦
左
京
亮
殿

同
弐
貫
文
代
物
、
御
寄
進
、
水
代
除
之
、

右
、
永
代
買
徳
申
候
、
然
上
者
、
永
御
同
心
二
参
可
走
廻
候
、
此

t
者
、
彼
地
一
円
二
御
綺
有
間
敷
候
、
為
一
知
行

iJl
レ
致
所

（
今
川
義
元
）

御
上
意
様
よ
り
御
判
形
被
レ
為
請
御
申
、
被
し
下
候
卜
者
、
知
行
役
・
陣
番
・
御
普
請
等
無
一
和
相
違
訂
7

―
勤
申
候
、

為
レ
其
親
子
一
・
一
人
之
判
迄
、

以
此
一
札
一
申
候
上
者
、
少
も
如
在
有
間
敷
候
、
伯
如
レ
件
、

村
松
九
郎
左
衛
門
尉

正
久
（
花
押
影
）
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で
き
る
。

同
左
衛
門
九
郎

天

文

廿

四

叩

年

七

月

六

日

綱

吉

（
遠
藤
楠
鍋
）

く
す
な
へ
丸

こ
の
史
料
は
、
遠
藤
楠
鍋
丸
が
買
い
取
っ
た
知
行
地
に
つ
い
て
、

を
元
政
が
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
知
行
地
に
賦
諜
さ
れ
て
い
る
知
行
役
・
陣
番
・
普
請
な
ど
を
務
め
る
こ
と
を
約
束
し
た
契

状
で
あ
る
。

こ
の
村
松
正
久
と
綱
吉
は
、
今
川
氏
の
諜
役
（
知
行
役
・
陣
番
・
御
呼
請
）
を
務
め
る
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
た
め
に
「
親
子
三
人
之

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
楠
鍋
の
名
字
が
親
兄
弟
と
異
な
り
「
遠
藤
」
で
あ
る
の
は
、
村
松
氏
か
ら
遠
藤
氏
へ
養
子
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
ポ

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
遠
藤
氏
へ
の
養
子
人
り
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
点
大
事
な
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
そ
れ
は
今
川
氏
が
元
政
の
知
行
地
の
売
却
を
許
し
、
そ
の
経
済
的
危
機
を
救
済
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
3

知
行
地
の
売
却
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
元
政
を
頂
点
と
す
る
軍
団
の
総
数
が
減
り
弱
体
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

対
策
と
し
て
、
知
行
地
の
買
主
で
あ
る
楠
鍋
を
元
政
の
「
詞
心
」
と
し
て
付
属
す
る
こ
と
で
、
軍
団
の
総
数
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

つ
ま
り
今
川
氏
に
よ
る
一
連
の
処
置
は
、

冗
政
の
軍
事
力
を
維
持
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
今
川
氏
の
軍
事
力
を
維
持
す
る
た
め
の
対
処
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
と
く
に
今
川
氏
は
、
知
行
地
の
買
主
が
課
役
を
務
め
ら
れ
な
い
幼
少
の
者
で
あ
っ
て
も
、
知
行
地
の
光
却
を
認
め
て
い

る
。
こ
の
特
殊
な
状
況
が
許
さ
れ
た
の
は
、
「
陣
番
」
「
知
行
役
」
な
ど
の
課
役
を
、
「
名
代
」
に
よ
っ
て
負
担
す
る
こ
と
を
今
川
氏
が
認
め

た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
戦
国
大
名
の
軍
事
力
を
維
持
す
る
上
で
、
「
名
代
」
と
い
う
役
割
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

判
」
を
捺
す
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

（
几
政
）

三
浦
左
京
亮
殿
参

こ
浦
元
政
の
同
心
と
し
て
奔
走
す
る
の
で
、
そ
の
知
行
地
へ
の

r渉

【
史
料
一
】
に
み
え
る
「
名
代
」
が
、
楠
鍋
と
血
縁
関
係
に
あ
る
村
松
氏
の
親
兄
弟
で
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2
 

天
文
弐
拾
一
二
甲
寅
四
月
廿
四
日

之
状
如
レ
件
、

行
内
宮
分
神
事
諸
役
等
、
如
前
々

こ
の
よ
う
な
課
役
負
担
の
代
行
は
陣
番
の
み
で
な
く
、
神
杜
に
賦
諜
さ
れ
る
杜
役
な
ど
に
も
適
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
井
出
氏
の
事

社
役
の
「
名
代
」

井
出
氏
は
駿
河
東
部
富
士
山
の
西
麓
を
拠
点
と
し
、
地
頭
（
給
人
）

成
す
る
士
豪
と
し
て
軍
役
を
負
担
し
て
い
た
と
評
価
さ
れ
、
大
宮
浅
間
神
社
大
宮
司
富
士
氏
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
大
久
保
俊

昭
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
先
学
に
学
び
な
が
ら
次
の
史
料
を
確
認
し
よ
う
。

{18} 

【
史
料
三
】
今
川
義
元
判
物

（
懸
紙
ウ
ハ
年
り
）

「
井
出
千
代
寿
殿

治
部
大
輔
」

ヘ
年
貞
・
諸
公
事
の
定
納
を
請
け
負
う
今
川
氏
権
力
の
末
端
を
構

駿
河
国
富
士
上
方
内
、
井
出
甚
右
衛
門
討
知
行
稲
葉
給
、
井
被
官
百
姓
居
屋
敷
等
之
事
、

一
円
可
譲
渡
之
旨
領
掌
、
向

後
不
レ
可
レ
有
相
違
、
同
道
者
坊
之
事
、
如
年
来
可
レ
相
拘
之
＼
但
弐
貰
五
百
文
充
之
儀
者
、
為
造
営
分
、
毎
年
大
宮
代
官

江
可
相
渡
、
其
上
或
実
子
出
来
、
或
自
余
之
聟
．
筏
類
・
縁
類
等
、
雖
仄
止
部
競
望
＼
甚
右
衛
門
尉
譲
状
明
鏡
之
上
者
、

レ
可
レ
及
許
容
一
、
若
彼
契
約
旨
於
レ
令
違
変
者
、
甚
右
衛
門
討
借
置
米
銭
、
速
合
沙
汰
一
、
知
行
松
千
代
女
へ
可
還
附
、
彼
知

不
レ
可
レ
令
怠
慢
、
至
無
沙
汰
者
、
宮
分
可
広
刀
改
易
、
守
此
旨
、
弥
liJ
レ
令
奉
公

治
部
大
輔
（
花
押
）

右
、
甚
右
衛
門
尉
女
子
松
千
代
爾
、
就
レ
令
契
約
、
為

一
跡
彼
地
代
々
証
判
相
副
、
如
前
々

例
で
確
認
し
て
い
こ
う
。

一
切
不
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す
る
と
明
示
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
「
名
代
」
が
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。

`
l
}
 

-
2
 

【
史
料
四
】
今
川
義
元
判
物

（
懸
紙
ウ
ハ
書
）

「
井
出
惣
左
衛
門
尉
殿
」

こ
の
史
料
は
、
天
文
―

-+1二
年
四
月
に
、
井
出
甚
右
衛
門
尉
尭
古
が
跡
職
を
惣
左
衛
門
討
盛
重
の

f
の

r代
寿
へ
譲
渡
し
た
こ
と
に
関

す
る
文
書
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
一
ミ
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
尭
吉
は
男
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
娘
の
松
千
代
と
盛
重
の
子
千
代
寿
が
婚
姻
の
契
約
を
し
て
、
跡
職
を
千
代
寿
に
譲
渡
し
た
。

但
し
婚
姻
を
破
棄
し
た
場
合
に
は
尭
吉
が
借
り
て
い
た
負
債
を
返
済
し
、
知
行
地
は
松
~
代
に
返
却
す
る
。
②
道
者
坊
の
運
営
を
安
堵
さ

れ
、
造
営
分
と
し
て
一
一
貫
五

0
0
文
を
大
宮
代
官
へ
納
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
。
③
も
し
尭
古
の
子
が
生
ま
れ
た
り
、
他
の
聟
・
親
類
・

縁
類
が
跡
職
を
望
ん
だ
と
し
て
も
許
容
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
知
行
地
の
う
ち
宮
分
の
神
事
諸
役
（
社
役
）
を
怠
慢
の
な
い
よ
う
に
務

こ
の
文
書
の
理
解
に
は
女
性
の
知
行
地
の
所
有
権
に
つ
い
て
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
田
端
泰
子
氏
は
、
男
の
実
子
が
お
ら
ず
、
女
子

が
婿
を
と
っ
た
場
合
の
相
続
権
に
つ
い
て
「
悔
返
権
付
相
続
」
を
捉
起
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
文
書
を
解
釈
す
る
と
以
ド
の
よ
う
に

な
る
。
知
行
地
の
所
有
権
は
松
千
代
に
あ
り
、
婚
姻
関
係
が
継
続
さ
れ
る
限
り
、
そ
の
婿
千
代
寿
が
知
行
地
を
管
理
し
諜
役
負
担
を
す
る
。

た
だ
し
離
縁
し
た
場
合
に
は
、
尭
吉
が
借
り
て
い
た
米
銭
を
返
却
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
知
行
地
は
松
千
代
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
本
論
で
問
題
に
す
べ
き
は
、
「
千
代
寿
」
が
幼
少
で
あ
る
た
め
社
役
の
勤
仕
に
間
題
が
生
じ
る
点
で
あ
る
。
と
く
に
千
代
好
が
相
続

し
た
知
行
地
は
、
宮
分
の
神
事
諸
役
を
務
め
る
こ
と
が
義
務
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
神
事
諸
役
を
怠
慢
し
た
場
合
に
は
「
宮
分
」
を
改
易

め
、
無
沙
汰
し
た
場
合
は
宮
分
を
改
易
す
る
。

井
出
惣
左
衛
門
尉
子
f
代
寿
殿
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去
々
年
侶
州
江
、
冨
上
下
方
之
人
数
、
為
二
甲
州
之
合
カ
一
差
遣
之
処
、
就
井
出
甚
布
衛
門
尉
煩
、
一
宮
出
羽
守
仁
相
断
令
一
帰
陣
＼

彼
煩
終
不
平
癒
令
死
去
之
上
、
廣
瀬
三
右
衛
門
樹
井
土
橋
彦
三
郎
為
訴
人
、
構
虚
病
致
帰
陣
之
旨
訴
出
之
条
、
双
方

〔
人
力
]

遂
裁
断
之
処
、
一
宮
出
羽
守
為
一
＿
証
文
之
間
、
尋
レ
之
令
礼
明
之
卜
、
相
煩
旨
無
レ
紛
由
返
答
、
殊
依
一
其
煩
令
一
死
去
一
之

条
、
甚
右
衛
門
遺
跡
所
レ
付
道
理
也
、
然
者
知
行
之
事
者
、
遺
跡
千
代
壽
仁
水
無
相
違
領
掌
了
、
若
重
於
レ
及
其
沙
汰
一
者
、
任
一

通
法

-llj
レ
加
下
知
、
社
役
之
事
者
、
如
一
年
来
一
、
以
一
名
代
両
7

レ
勤
レ
之
者
也
、
初
如
レ
件
、

こ
の
文
書
か
ら
、
千
代
寿
が
相
続
し
た
跡
職
に
関
す
る
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
弘
治
元
年
に
、
武
田
氏
へ
の
援
軍
と

し
て
出
陣
し
て
い
た
尭
古
が
病
気
に
よ
り
帰
陣
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
広
瀬
と
土
橋
が
「
虚
病
」
で
あ
っ
た
と
訴
え
を
起
こ
し
た
。
し
か

し
、
尭
吉
の
寄
親
一
宮
出
羽
守
の
証
言
に
よ
り
、
跡
職
は
千
代
寿
に
安
堵
さ
れ
た
。
そ
し
て
社
役
は
年
来
の
ご
と
く
「
名
代
」
を
も
っ
て

f
代
寿
に
譲
渡
さ
れ
た
知
行
地
に
関
す
る
訴
訟
の
裁
定
結
果
が
、
そ
の
父
盛
重
に
対
し
て
発
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
盛
重
が
「
名

代
」
と
し
て
、
杜
役
（
神
事
諸
役
）
を
勤
仕
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
名
代
」
は
訴
訟
の
当
事
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
盛
重
が
千
代
寿
の
知
行
地
の
管
理
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
盛
重
は

f
代
寿
の
知
行
地
を
管
理
し
、
社
役
（
神
事
諸
役
）

の
負
担
に
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
っ
た
。

大
久
保
俊
昭
氏
は
、
千
代
寿
へ
跡
職
が
譲
渡
さ
れ
た
理
由
に
男
子
が
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
点
を
、
名
目
的
な
理
由
で
あ
る
と
し
、

実
際
は
経
済
的
な
困
窮
（
【
史
料
―
]
】

務
め
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。

弘
治
参
年
六
月
廿
二
日

の
「
借
置
米
銭
」
）
を
解
消
す
る
た
め
に
、
婚
姻
を
媒
介
に
知
行
地
を
同
族
の
千
代
寿
へ
と
譲
渡
し

治
部
大
輔

（
盛
重
）

井
出
惣
左
衛
門
樹
殿
（
花
押
）
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八
名
西
郷
家
の
事
例

{23) 

た
と
す
る
。
た
し
か
に
、
経
済
的
な
困
窮
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
3

し
か
し
、
男
＋
が
い
な
い
こ
と
を
名
目
的
理
由
と
す
る
の
は
誤
り
で

あ
ろ
う
。
尭
吉
が
荊
を
患
い
帰
陣
し
た
こ
と
で
、
以
後
の
課
役
負
担
は
困
難
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
改
易
の
対
象
と
な

る
だ
ろ
う
。
何
よ
り
も
男
子
11

後
継
者
が
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
で
あ
る
。

は
、
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
こ
と
の
二
つ
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
婚
姻
を
媒
介
と
し
て
盛

重
の
息
子
へ
譲
渡
す
る
こ
と
で
両
方
の
問
題
を
解
決
し
た
の
で
あ
る
。

井
出
氏
は
婚
姻
に
よ
り
「
一
族
の
知
行
の
散
逸
を
防
ぐ
」
と
と
も
に
、
諜
役
負
担
の
怠
慢
に
よ
る
改
易
を
防
ぐ
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
婚
姻
に
よ
っ
て
千
代
寿
が
譲
り
受
け
た
知
行
地
は
盛
重
が
管
理
し
、
諜
役
に
つ
い
て
も
盛
重
が
責
任
を
負
っ
て
い
た
。
盛
重
が
「
名

以
上
か
ら
「
名
代
」
の
設
憤
目
的
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
今
川
氏
は
経
済
的
困
窮
に
濁
し
た
家
臣
ら
を
救
済
す
る
た
め
に
、
知
行
地
の

売
却
や
婚
姻
に
よ
る
知
行
地
の
譲
渡
を
認
め
て
い
た
。
そ
れ
に
は
知
行
地
に
賦
課
し
た
諜
役
を
負
担
さ
せ
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
た
と
え
買
主
・
相
続
者
が
幼
少
で
あ
っ
て
も
、
幼
少
の
者
の
代
わ
り
に
「
名
代
」
が
課
役
負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
大
名
は
売
却
・

相
続
を
認
め
た
と
い
え
る
。
買
主
・
相
続
者
側
の
一
族
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
知
行
地
の
改
易
を
防
ぎ
「
家
」

目
的
が
あ
っ
た
。

徳
川
領
国
の
「
名
代
」

つ
ま
り

T
代
寿
へ
譲
渡
す
る
に
い
た
っ
た
理
由
と

の
経
済
基
盤
を
保
持
す
る

つ
ま
り
戦
国
大
名
と
家
臣
の
双
方
の
利
害
が
一
致
し
て
「
名
代
」
が
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
河
国
は
犬
文
十
五
年
に
今
川
氏
が
侵
攻
を
開
始
し
、
永
禄
三
年
(
-
五
六

0
)

代
」
に
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

の
桶
狭
間
の
戦
い
ま
で
今
川
領
国
で
あ
っ
た
。
水
禄
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（
古
員
）

西
郷
孫
平
殿
人
々

覚
悟
一
候
、
自
然
従
御
同
心
中
、
対
其
方
砥
戸
有
述
懐
申
人
口

第
候
、
元
康
前
之
義
者
、
我
等
可
レ
有
御
任
心
置
候
、
恐
々
謹
言
、

（

永

禄

四

年

）

左

衛

門

尉

十

月

廿

九

忠

次

判
7
)
 

(
2
 

【
史
料
五
】
酒
井
忠
次
判
物
写

（
内
郷
几
正
）
五
義
勝
）

孫
六
郎
殿
御
子
息
御
成
人
之
際
、

一
円
於
拙
者
聯
不
レ
可
レ
有
許
容
一
候
、
但
可
レ
為
一
筋
目
次

其
方
為
一
名
代
訂
？
被
レ
成
一
御
走
廻
候
、
然
者
御
家
中
御
親
類
・
被
官
・
御
領
中
等
可
レ
為
一
御

三
年
以
降
は
、
徳
川
氏
が
永
禄
九
年
ま
で
に
三
河
日
を
平
定
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
八
名
西
郷
氏
と
二
連
木
戸
田
氏
の
「
名

代
」
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
事
例
か
ら
、
徳
川
領
国
の
「
名
代
」
の
具
体
的
な
役
割
と
権
限
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ま
ず
初
め
に
見
て
い
く
、
：
・
-
河
国
の
八
名
西
郷
氏
は
、
一
二
遠
境
目
に
存
在
す
る
嵩
山
月
ケ
谷
城
（
愛
知
県
豊
橋
市
）
と
石
本
松
城
（
同

市
）
を
本
拠
と
し
た
二
系
統
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
匝
中
心
に
扱
う
の
は
嵩
山
月
ケ
谷
城
を
本
拠
と
し
た
西
郷
氏
で
あ
る
。
こ
の
囮
郷

氏
は
、
天
文
十
五
年
の
今
川
氏
に
よ
る
二
河
侵
攻
に
際
し
て
今
川
氏
に
従
属
し
て
い
た
。
桶
狭
間
の
戦
い
後
、
永
禄
四
年
四
月
十
一
日
か

{26) 

ら
の
束
三
河
の
動
乱
に
際
し
て
、
反
今
川
方
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
の
ち
、
当
主
で
あ
る
西
郷
正
勝
と
子
元
正

西

郷

政

員

止

勝

元

正

義

勝

女

ロ

直

釘

家

口

忠

員

図
が
九
月
ト
一
日
に
討
死
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

系氏
の
跡
職
を
継
い
だ
元
正
の
子
義
勝
は
幼
少
で
あ
っ
た
。

郷西
次
の
一
一
点
の
史
料
は
、
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
で

名

あ
る
。

＼
 
｝
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〔被〕

孫
六
郎
殿
御
子
息
御
成
人
之
際
、
其
方
為
一
名
代
可
レ
有
御
走
廻
候
、
就
レ
其
親
類
之
官
知
行
等
、
刈
レ
為
一
御
党
悟
一
候
、
若
従

（
酒
井
忠
次
）

一
切
不
レ
可
許
容
、
猶
具
左
衛
門
尉
可
申
入
、
防
如
レ
件
、

家
中
拙
者
江
雖
レ
有
訴
申
子
細
＼

永

禄

四

年

蔵

人

佐

十

一

月

六

日

源

元

康

判

（
古
員
）

西
郷
左
衛
門
佐
殿

【
史
料
五
】
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
西
郷
氏
の
軍
勢
を
率
い
る
当
主
義
勝
は
幼
少
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
軍
団
の
統
制
を
任
せ
る
う
え

で
徳
川
氏
に
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
当
主
幼
少
の
問
題
へ
の
対
処
と
し
て
、
義
勝
の
叔
父
で
あ
る
西
郷
吉
員
が
「
名
代
」
に
立
て

ら
れ
た
。
そ
の
役
割
と
し
て
、
義
勝
が
「
御
成
人
之
際
」
（
御
成
長
す
る
時
期
）
に
、
吉
員
が
「
名
代
」
と
し
て
尽
力
し
「
御
家
中
御
親

(29) 

類
・
被
官
・
御
領
中
」
の
こ
と
に
つ
い
て
「
御
貨
悟
」
（
格
護
11

支
配
）
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
「
御
詞
心
中
」
や
「
家
中
」

が
、
酒
井
忠
次
・
家
康
に
訴
え
を
起
こ
し
て
も
許
容
し
な
い
と
し
、
吉
員
の
「
名
代
」
と
し
て
の
役
割
を
保
証
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
名

代
」
吉
員
に
対
す
る
「
御
同
心
中
」
の
訴
え
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

こ
の
「
御
同
心
中
」
の
文
言
を
用
い
た
酒
井
忠
次
の
文
書
は
、
十
月
晦

11
の
「
岡
崎
衆
」
に
よ
る
牛
久
保
攻
め
の
前
日
に
出
さ
れ
て
お

り
、
軍
事
上
の
問
題
か
ら

【
史
料
五
】
を
発
給
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
酒
井
忠
次
は
、
永
禄
七
年
六
月
二
十
二
日
以
降
、
青
田
城
代

と
し
て
東
三
河
支
配
の
中
心
を
担
い
、
徳
川
氏
の
軍
制
で
は
「
旗
頭
」
と
し
て
東
三
河
の
国
衆
を
中
心
に
率
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の

点
を
念
頭
に
置
く
と
、
酒
井
忠
次
は
磨
下
に
い
る
「
御
同
心
中
」
（
と
く
に
徳
川
氏
に
味
方
し
た
東
ご
河
国
衆
）
か
ら
の
訴
え
を
受
け
る
立

場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
家
康
は
、
義
勝
の
主
人
の
立
場
か
ら
、
「
家
中
」
（
親
類
・
被
官
）
よ
り
の
訴
え
を
受
け
付
け
な
い

と
し
、
吉
員
の
立
場
を
保
証
し
た
。

平
野
明
夫
氏
は
、
「
親
類
・
被
官
は
「
御
同
心
中
」
「
家

l
」
と
表
現
さ
れ
る
存
在
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
御
詞
心
中
」
は
、

.
8
.
 

-
2
 

【
史
料
六
】
松
平
元
康
判
物
写
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2
 

家
康
を
主
人
と
し
、
軍
役
に
お
い
て
は
酒
井
忠
次
の
指
揮
下
と
な
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
「
御
同
心
中
」
を
親
類
・

以
上
か
ら
こ
の
二
点
の
文
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
追
う
立
場
で
占
員
の
立
場
を
保
証
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
【
史
料
五
】

の
「
名
代
」
の
権
限
の
保
証
は
、
十
月
晦
日
の
「
岡
崎
衆
」
に
よ
る
牛
久
保
攻
め
の
前
日
に
出
さ
れ
て
い
る
。

担
に
関
す
る
問
題
が
浮
卜
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
「
名
代
」
の
権
限
の
保
証
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
西
郷
氏
家
中
や
同
心
か
ら
訴
え
ら
れ
る
「
名
代
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
権
限
を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
点
は
、
次
に
み
る
一
一
連
木
戸
田
氏
の
事
例
か
ら
確
認
し
よ
う
。

二
連
木
戸
田
氏
の
事
例

四
郎
兵
衛

h
 

，
 

，
 
，
 

伝
十
郎

戸
田
憲
光
—
「
政
光
宗
光
＇
~
尭
光

吉

光

盛

光

宣

光

重

貞

ロ重-
「
—
虎
千
代

女
子

の
が
当
時
六
歳
の
虎
千
代
（
康
長
）

被
官
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

戸田氏系図

川
氏
か
ら
離
反
し
、
家
康
に
属
す
る
こ
と
に
な

る
。
永
禄
七
年
五
月
に
、
宜
光
の
子
重
貞
が
今

に
、
そ
の
従
属
下
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

に
天
文
卜
五
年
の
今
川
氏
の
三
河
侵
攻
以
降

つ
ま
り
西
郷
氏
の
軍
役
負

を
本
拠
と
し
た
一
族
で
、
八
名
西
郷
氏
と
同
様

る
。
し
か
し
、
重
貞
は
同
年
十
一
月
に
死
去
し
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
弟
忠
璽
も
永
禄
十
年
六
月
に
死
去
し
て
い
る
。
こ
の
跡
職
を
継
い
だ

で
あ
っ
た
。
幼
少
の
虎
千
代
の
；
E
代
」
に
は
、
叔
父
戸
田
伝
十
郎
（
吉
国
）
が
な
っ
て
い
た
。

の
次
男
直
光
が
二
連
木
城
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

二
連
木
戸
田
氏
は
、
田
原
城
主
の
戸
田
宗
光
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戚
関
係
か
ら
「
名
代
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

戸
田
伝
十
郎
殿

一
、
虎
千
世
分
別
出
来
次
第
可
レ
仕
事
、

3
)
 

-
1
 

【
史
料
七
】
徳
川
家
康
判
物

(-11
田
康
長
）

虎
千
世
名
代
之
事

一
、
知
行
所
務
等
、
後
室
可
レ
為
相
計
一
事
、

（
戸
田
吉
国
）

一
、
諸
被
官
扶
持
給
、
伝
十
郎
見
合
可
レ
出
レ
之
、
井
侍
衆
虎

f
枇
江
奉
公
之
依
、
伝
十
郎
申
付
旨
、
於
一
無
沙
汰
者
可
入
替
事
、

右
条
々
、
不
レ
可
レ
有
相
違
、
若
令
違
背
碑
叫
レ
有
卜
企
訴
訟
一
輩
ー
、

永
禄
十
一
這
年

三

月

日

家
康
（
花
押
）

【
史
料
七
】
は
、
家
康
が
「
虎
千
代
名
代
之
事
」
と
し
て
、
叔
父
吉
国
の
権
限
を
保
証
し
た
文
書
で
あ
る
。
吉
国
は
、
弘
治
年
間
に
経
済

(34) 

力
を
背
景
と
し
た
奉
公
を
賞
せ
ら
れ
、
今
川
氏
か
ら
諸
役
免
除
や
知
行
地
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
吉
国
が
軍
役
を
務
め

る
に
は
十
分
な
経
済
力
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
古
国
の
姉
は
虎
千
代
の
生
母
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
縁

一
条
目
で
、
吉
国
は
、
虎
千
代
が
分
別
を
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
仕
え
よ
と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
「
名
代
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
「
分
別
」
と
は
、
お
そ
ら
く
家
督
と
し
て
の
力
量
11

軍
団
の
指
揮
や
知
行
所
務
の
能
力
な
ど
が
備
わ
っ
た
ら
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

つ
ま
り
分
別
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
吉
国
は
「
名
代
」
か
ら
外
れ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
次
に
一
一
条
目
で
は
「
知
行
所

務
」
な
ど
に
つ
い
て
、
後
室
（
吉
国
姉
）
が
計
ら
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
「
知
行
所
務
」
と
は
、
年
貢
高
の
決
定
や
年
貢
の
徴
収
・

運
用
な
ど
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
知
行
所
務
」
も
、
本
来
は
「
名
代
」
の
権
限
だ
っ
た
た
め
、
別
人
が
計
ら
う
こ
と
が
古

一
切
不
レ
可
許
容
者
也
、
偲
如
レ
件
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。
、つ 国

に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
二
条
目
で
は
、
被
官
の
扶
持
給
は
吉
日
の
裁
量
で
与
え
る
権
限
、
侍
衆
が
虎
千
代
へ
奉
公
す
る
と
き

に
、
吉
国
の
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、
そ
の
入
れ
替
え
を
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
訴
訟
し
て
く
る

輩
が
い
て
も
家
康
は
許
容
し
な
い
と
し
、
吉
国
の
権
限
を
保
証
し
て
い
る
。

て
い
る
。
こ
れ
ら
三
点
が
「
名
代
」

の
具
体
的
な
権
限
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
虎
千
代
に
所
領
安
堵
さ
れ
て
か
ら
「
名
代
」

つ
ま
り
被
官
の
扶
持
給
付
権
と
軍
事
統
率
の
権
限
を
保
証
し

(36i一

の
権
限
が
保
証
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
九
ヶ
月
が
経
っ
て
い
る
。
「
名
代
」
に

は
、
「
知
行
所
務
」
な
ど
の
平
時
に
も
関
わ
る
権
限
も
付
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
保
証
は
所
領
安
堵
と
同
時
で
あ
っ
て
も
良
い
は
ず
で
あ

る
3

西
郷
氏
の
事
例
で
は
、
「
名
代
」
の
権
限
の
保
証
が
、
軍
事
卜
の
間
題
を
契
機
と
し
て
発
給
さ
れ
て
い
た
。
戸
田
氏
の
事
例
も
同
様
に

考
え
る
な
ら
ば
、
永
禄
十
一
年

t
―
五
芦
に
琢
康
が
遠
江
国
に
侵
攻
す
る
ま
で
の
期
間
、
対
今
川
氏
へ
の
防
備
の
た
め
に
在
番
が
問
題
と
な

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
名
代
」
の
権
限
が
保
証
さ
れ
る
契
機
と
は
、
課
役
の
負
担
が
公
に
間
題
と
な
っ
た
時
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

「
名
代
」

の
役
割
と
位
置

「
名
代
」
松
井
忠
次
の
立
場
と
権
限

本
章
で
は
、
東
条
松
平
氏
の
事
例
に
み
え
る
「
名
代
」
を
、
前
章
ま
で
の
事
例
を
踏
ま
え
て
再
検
討
し
て
い
く
。
東
条
松
平
氏
の
「
名

(38i 

代
」
松
井
忠
次
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
平
野
明
夫
氏
と
柴
裕
之
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

東
条
松
平
氏
は
三
河
松
平
氏
の
庶
流
家
の
一
っ
で
あ
る
。
天
文
―
―
十
年
の
起
請
文
に
よ
る
と
、
中
~
主
で
あ
っ
た
甚
二
郎
が
「
逆
心
」
し
、

そ
れ
に
対
し
て
弟
の
甚
太
郎
忠
茂
が
「
返
忠
」
を
申
し
出
た
こ
と
で
、
今
川
氏
か
ら
甚
―
一
郎
の
跡
職
を
安
堵
さ
れ
た
。
そ
れ
に
続
き
「
如
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弘
治
弐
年
九
月
一
五
ロ

レ
可
レ
有
相
違
之
状
如
レ
件

治
部
大
輔
（
花
押
）

此
上
者
松
井
・
山
内
両
人
可
任
置
候
」
と
あ
り
、
松
井
忠
次
と
山
内
助
左
衛
門
は
跡
職
に
つ
い
て
「
任
附
」
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
松
井
忠
次
は
、
甚
一
一
郎
の
逆
心
を
今
川
氏
に
知
ら
せ
た
功
績
に
よ
り
、
忠
茂
の
詞
心
と
し
て
奉
公
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
の
ち

弘
治
二
年
二
月
二
十
日
に
忠
茂
が
討
死
す
る
と
、
そ
の
跡
職
を
子
息
の
亀
千
代
（
松
平
家
忠
）
が
継
い
だ
。
そ
れ
を
安
堵
し
た
今
川
義
元

判
物
に
は
、
忠
茂
が
保
久
・
大
林
に
お
い
て
討
死
し
た
忠
節
に
よ
り
、
そ
の
「
知
行
・
被
官
以
下
」
を
亀
千
代
に
安
堵
し
、
「
若
被
官
・
百

姓
就
有
緩
怠
之
俄
者
、
遂
礼
明

PI令
成
敗
」
と
、
緩
怠
す
る
「
被
官
・
百
姓
」
を
処
罰
す
る
権
限
を
認
め
て
い
る
。

亀
千
代
の
生
年
は
不
明
だ
が
、
そ
の
名
か
ら
幼
少
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
今
川
氏
は
、
当
上
が
幼
少
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
跡

職
を
安
堵
し
、
「
被
官
・
百
姓
」
へ
の
処
罰
権
を
保
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
清
然
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
別
の
誰
か
が
知
行
地
の
管
理
や

「
被
官
・
百
姓
」
の
処
罰
を
代
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
担
っ
て
い
た
人
物
が
松
井
忠
次
で
あ
る
。
こ
の
七
ヶ
月
後
、
松
井
忠
次

は
「
名
代
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

【
史
料
八
】
今
川
義
元
判
物

（
封
紙
ウ
ハ
古
）

「

松

平

亀

千

代

殿

治

部

大

輔

」

（
家
・
忠
）

松
平
甚
次
郎
先
年
尾
州
江
罷
退
、
其
已
後
自
尾
州
廻
ー
関
東
遂
堪
忍
、
此
間
者
又
尾
州
境
目
江
罷
越
之
旨
、
其
聞
有
レ
之
、
若

（
松
平
忠
茂
]
-

亀
千
代
被
官
井
百
姓
等
於
広
＂
一
内
通
者
、
礼
明
之
じ

ifI
レ
加
成
敗
、
縦
甚
二
郎
可
レ
致
忠
節
一
之
旨
雖
入
止
訴
訟
、
甚
大
郎
討

（
忠
次
）

死
忠
節
之
上
者
不
レ
可
レ
有
許
容
、
為
亀
千
代
名
代
、
松
井
左
近
尉
可
レ
致
諸
事
異
見
、
知
行
方
之
儀
、
如
先
判
是
又
永
不

松
平
亀
千
代
殿
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罰
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
甚
二
郎
が
今
川
氏

(43) 

境
目
に
戻
っ
て
き
て
い
る
と
の
噂
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
条
松
平
家
の
家
中
で
も
、
甚
二
郎
に
内
通
す
る
被
官
・
百
姓
が
現
れ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
契
機
に
今
川
氏
は
、
改
め
て
亀
千
代
を
支
持
す
る
こ
と
、
東
条
松
平
家
か
ら
離
反
者
を
出

さ
な
い
よ
う
に
家
中
統
制
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
幼
少
の
亀
千
代
で
は
、
内
通
者
を
礼
明
し
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
叔
父
で
あ
る
松
井
忠
次
に
「
名
代
」
と
し
て
礼
明
と
処
罰
に
当
た
ら
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
井
忠
次
が
「
名
代
」
と
な
っ
た
理
由
に
は
、
柴
裕
之
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
母
方
の
叔
父
で
あ
る
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
に
、
父
忠
茂
の
と
き
よ
り
、
松
井
忠
次
は
東
条
松
平
家
の
知
行
地
に
つ
い
て
「
任
置
」
れ
て
お
り
、
東
条
松
平
家
の
事
情
に
精
通

し
て
い
る
点
を
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
松
井
忠
次
は
、
東
条
松
平
家
中
の
な
か
で
反
甚
二
郎
派
の
立
場
の
人
物
で
あ
る
。
今

川
氏
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
に
基
づ
き
、
松
井
忠
次
に
「
名
代
」
と
し
て
東
条
松
平
家
の
家
中
統
制
を
任
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
永
禄
三
年
万
月
十
九
日
の
桶
狭
間
の
戦
い
の
後
、
今
川
氏
は
西
一
一
．
河
か
ら
退
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
今
川
氏
か
ら
松
井
忠

こ

安

城

―

近

閲

松

平

長

忠

信

忠

清

康

広

忠

家

康

桜

井
―-＝ロビ
1
、.I

束
条
―

甚
二
郎□

[
甚
人
郎
禾
中
と

ロ義春
丁
|
|
亀
千
代

女

松

井

忠

直

|

口

闊

応

東条松平氏系図

よ
り
尾
張
•
関
東
に
逃
れ
て
い
た
甚
二
郎
が
、
尾
張
国
の

【
史
料
八
】
の
発
給
の
背
景
に
は
、
今
川
氏
へ
の
謀
反
に

し
て
「
諸
事
異
見
」
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

亀
千
代
が
幼
少
で
あ
る
た
め
、
松
井
忠
次
が
「
名
代
」
と

し
て
も
許
容
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
し
て

に
忠
節
す
る
こ
と
を
訴
え
て
、
忠
茂
の
跡
職
を
求
め
た
と

二
郎
に
内
通
す
る
亀
千
代
の
被
官
と
百
姓
等
が
い
た
ら
処

こ
の
史
料
は
、
今
川
氏
が
亀
千
代
に
対
し
て
、
も
し
甚
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8
 

ーで

【
史
料
十
】
松
平
冗
康
起
請
文
写

ぷ
T
力
ご
1
7

永
禄
：
／
六
月
六

H

松
蔵
元
康
（
花
押
）

若
此
儀
少
も
い
つ
は
り
候
者
、

一
切
筋
目
次
第
可
レ
有
異
見
＼
又
用
事
直
談
二
も
uJ
レ
打
巾

次
に
保
証
さ
れ
た
「
名
代
」
の
立
場
は
、
徳
川
氏
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
次
の

（
被
官
）

一
、
其
家
中
之
儀
、
ひ
く
わ
ん
以
下
申
様
候
共
、
取
上
ま
し
き
事
、

（
松
平
家
忠
）

一
、
亀
千
代
領
中
ひ
く
わ
ん
以
下
、
諸
事
年
来
の
こ
と
く
、
其
方
可
レ
為
異
見
事

（，日然）

一
、
亀
千
代
成
人
之
時
、
し
せ
ん
何
か
と
被
レ
申
事
候
共
、
其
万
之
俄
、
見
は
な
し

111
ま
し
く
候
事
、

一
、
此
方
之
宿
老
中
、
其
家
中
之
儀
、
何
か
と
申
事
候
共
、
取
じ
ま
し
く
候
事
、

一
、
諸
公
事
之
儀
、

梵
天
・
帝
釈
•
四
大
天
王
、
惣
日
本
国
中
六
十
余
州
大
小
神
祇
、
別
伊
豆
・
箱
根
両
所
権
現
、
三
島
大
明
神
・
八
幡
大
菩
薩
・
天
満

[つ〕

大
自
在
天
神
の
は
ん
を
可
贔
翌
者
也
、
伯
如
レ
件
、

松
井
左
近
殿

起
請
文
之
事

（松

f
家
忠
）

一
、
亀
千
世
殿
無
沙
汰
有
間
敷
事
、

起
請
文
之
事

九
】
と

で
あ
る
。
6
)
 

{
4
 

【
史
料
九
】
松
平
元
康
起
請
文

【
史
料
十
】

【
史
料
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永
禄
h四
月
十
一
―

-
R

者
也
、
初
起
請
文
如
レ
件
、

（
マ
マ
）

一
、
亀
千
世
殿
家
中
之
儀
、
左
近
可
レ
為
異
見
一
候
、
縦
傍
輩
之
者
雖
申
様
、
許
容
有
間
敷
事
、

一
、
亀
千
世
殿
若
気
二
血
、
於
如
在
有
一
レ
之
者
、
左
近
儀
我
等
扶
持
可
レ
申
候
事
、

右
、
於
条
々
相
違
者
、
卜
者
梵
天
・
帝
釈
•
四
大
天
王
、
惣
而
日
本
国
中
大
小
神
祇
、
別
而
天
満
大
自
在
天
神
之
可
箪
家
一
御
罰

松
井
左
近
と
の
ヘ

元
康
御
在
判

ま
ず
【
史
料
九
】
は
、
今
川
氏
が
桶
狭
間
の
戦
い
を
契
機
に
西
三
河
支
配
か
ら
後
退
し
、
家
康
が
本
格
的
に
支
配
を
開
始
し
た
こ
と
に

よ
り
、
松
井
忠
次
の
従
来
の
立
場
と
役
割
を
保
証
し
た
家
康
の
起
請
文
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
松
井
忠
次
が
自
身
の
立
場
を
保
持
す
る
た

{50) 

め
に
は
、
東
条
松
平
家
の
主
家
と
し
て
今
川
氏
に
代
わ
り
う
る
、
家
康
の
保
証
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
家
康
に
と
っ
て

は
、
実
際
に
東
条
松
平
家
を
ま
と
め
動
か
し
て
い
た
、
松
井
忠
次
と
関
係
を
持
つ
こ
と
で
、
統
制
さ
れ
た
軍
事
力
を
得
る
こ
と
は
重
要
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
文
書
の
一
条
甘
は
、
家
中
の
こ
と
を
、
亀
千
代
の
被
官
が
家
康
に
訴
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
取
り
上
げ
な
い
。
二
条
目
は
、
亀
千

代
領
と
被
官
以
下
の
諸
事
を
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
松
井
忠
次
が
異
見
を
す
る
べ
き
こ
と
。
：
一
条
日
は
、
亀
千
代
が
成
人
し
た
時
に
、
も

し
松
井
忠
次
に
い
ろ
い
ろ
と
申
し
て
き
て
も
、
家
康
は
松
井
忠
次
を
見
放
さ
な
い
。
四
条
目
は
、
家
康
の
重
臣
ら
が
、
東
条
松
平
家
中
の

こ
と
を
訴
え
て
き
て
も
家
康
は
取
り
上
げ
な
い
。
五
条
目
は
、
諸
公
事
は
す
べ
て
筋
目
の
と
お
り
に
異
見
し
、
ま
た
家
康
に
「
用
事
」
が

一
、
左
近
進
退
無
沙
汰
有
間
舗
事
、

（
抜
）

一
、
ぬ
き
公
事
有
間
敷
事
、
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〈

3
〉
「
公
事
」
に
つ
い
て
の
裁
贔
権
を
保
持
す
る
。

次
に
【
史
料
卜
】

の
発
給
に
い
た
る
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
永
禄
四
年
四
月
ト
一
日
か
ら
、
今
川
氏
と
徳
川
氏
は
明
確
に
敵
対

し
、
同
年
六
月
頃
に
徳
川
氏
は
、
今
川
方
が
守
る
西
条
城
（
愛
知
県
西
尾
市
）
を
攻
め
落
と
し
、
そ
の
の
ち
近
隣
の
東
条
城
を
攻
め
て
い

る
。
そ
れ
に
際
し
て
、
松
井
忠
次
は
津
平
に
砦
を
立
て
、
そ
の
功
績
に
よ
り
津
平
一
円
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
永
禄
五

年
四
月
十
三
日
に
は
、
東
条
城
代
の
役
目
を
家
康
か
ら
任
じ
ら
れ
、
同
日
に
【
史
料
十
】
の
起
請
文
が
発
給
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
松
井

忠
次
の
役
割
の
変
化
に
応
じ
て
、
【
史
料
九
】
と
は
別
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
条
目
は
亀
千
代
を
蔑
ろ
に
し
な
い
。

三
条
目
は
松
井
忠
次
の
「
進
退
」
を
蔑
ろ
に
し
な
い
。
四
条
目
は
、
亀
千
代
の
家
中
の
こ
と
を
松
井
忠
次
が
異
見
す
べ
き
こ
と
、
「
傍
輩
」

が
訴
え
て
も
許
容
し
な
い
。
五
条
目
で
は
、
亀
千
代
が
「
若
気
」
に
よ
り
松
井
忠
次
を
疎
略
に
す
れ
ば
、
家
康
が
「
扶
持
」
を
与
え
る
こ

柴
裕
之
氏
は
、
両
起
請
文
か
ら
家
康
が
松
井
忠
次
の
「
「
亀
千
代
名
代
」
と
し
て
の
立
場
を
保
証
し
、
引
き
続
き
「
家
中
之
儀
」
に
対
し

「
異
見
」
を
お
こ
な
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
起
請
文
に
「
名
代
」
の
文
言
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
ら

す
べ
て
が
「
名
代
」
に
起
因
す
る
役
割
・
権
限
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
松
井
忠
次
に
与
え
ら
れ
た
権
限
を
次
に
ま
と
め
た
。

〈

l
〉
亀
千
代
の
家
中
の
こ
と
に
つ
い
て
、
徳
川
家
康
の
重
臣
か
ら
の

r渉
、
亀

f
代
の
被
官
か
ら
の
訴
え
を
家
康
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と

〈

2
〉
亀
千
代
の
領
地
・
家
中
・
被
官
に
つ
い
て
の
「
諸
事
」
を
異
見
す
る
。

〈

4
〉
松
井
忠
次
と
亀
千
代
の
間
で
問
題
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
家
康
の
扶
持
が
松
井
忠
次
に
与
え
ら
れ
る
。

を
約
束
さ
れ
、
そ
の
役
割
が
保
証
さ
れ
る
。

と
が
定
め
ら
れ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
起
請
文
の
内
容
を
み
て
い
こ
う
。

あ
れ
ば
直
談
す
る
こ
と
。
以
上
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

二
条
目
は
、
「
抜
公
事
」
を
し
な
い
こ
と
。
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【
史
料
十
一
】
松
平
元
康
書
状

（

円

）

（

出

置

）

（

家

）

つ
の
平
儀
、
其
方
一
ゑ
ん
い
た
し
お
き
候
、
か
め
千
代
と
の
へ
何
用
も
か
中
の
衆
何
た
る
事
申
候
共
、
と
り
あ
け
候
ま
し
く
候
、
も

（

小

沓

）

（

葬

）

し
ふ
し
ん
き
候
ハ
ヽ
、
た
つ
ね
可
レ
申
候
、
恐
々
謹
言
、

（
永
禄
村
年
）

十
一
月
吉
日

を
次
に
確
認
し
て
い
こ
う
。

〈
4
〉
の
よ
う
に
、
亀
千
代
が
松
井
忠
次
を
疎
略
に
扱
う
行
動
は
、
家
中
内
部
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

2
 

「
如
在
」

こ
の
う
ち
、
〈
l
〉〈
2
〉
に
つ
い
て
は
西
郷
氏
や
戸
田
氏
の
事
例
で
も
保
証
さ
れ
て
お
り
、
「
名
代
」

の
役
割
・
権
限
で
あ
る
。
〈

3
〉

に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
井
出
氏
の
事
例
で
み
た
よ
う
に
、
「
名
代
」
は
幼
少
当
主
の
所
領
を
管
理
し
、
そ
れ
に
関
す
る
裁
許
に
つ
い
て
当

事
者
と
し
て
対
応
し
て
い
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
松
井
忠
次
は
、
〈
2
〉
で
亀
千
代
の
領
地
等
に
つ
い
て
「
異
見
」
す
る
立
場
に
あ
る
。
ま

た
、
〈
1
〉
で
は
家
康
や
そ
の
重
臣
へ
の
、
亀
千
代
家
中
か
ら
の
訴
え
を
取
り
上
げ
な
い
こ
と
を
保
証
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
亀
千
代
家
中

に
お
け
る
「
公
事
」
（
裁
許
）
に
つ
い
て
の
裁
量
権
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
「
名
代
」
の
権
限
で
あ
る
と
い
え
る
。

〈
4
〉
は
松
井
忠
次
の
進
退
保
証
で
あ
る
。
松
井
忠
次
は
亀

f
代
の
叔
父
で
、
か
つ
東
条
松
平
家
（
亀
千
代
）

に
あ
る
。
も
し
当
主
の
亀
千
代
と
松
井
忠
次
が
対
立
し
、
疎
略
な
扱
い
を
う
け
れ
ば
、
松
井
忠
次
は
東
条
松
平
家
中
に
お
け
る
立
場
を
失

う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
可
能
性
か
ら
、
家
康
よ
り
の
進
退
保
証
が
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
松
井
忠
次
は
「
名
代
」
と

し
て
の
役
割
・
権
限
を
十
全
に
行
使
し
え
た
と
い
え
よ
う
。

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

松
井
忠
次
へ
の

元
康
（
花
押
）

の
家
中
（
親
類
）

の
立
場

つ
ま
り
〈
4
〉
は
「
名
代
」
の
権
限
を
行
使
す
る
た
め
に
必
要
な
保
証
が
さ
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松
井
左
近
と
の
ヘ

【
史
料
ト
一
】
は
、
津
平
郷
を
松
井
忠
次
ヘ
一
円
に
与
え
る
こ
と
、
亀
千
代
の
家
中
が
亀
千
代
へ
ど
ん
な
こ
と
を
訴
え
た
と
し
て
も
取
り

上
げ
な
い
旨
を
伝
え
た
家
康
の
書
状
で
あ
る
。
こ
の
津
平
郷
一
日
は
、
家
康
が
今
川
方
の
東
条
城
を
攻
め
た
と
き
、
松
井
忠
次
が
津
平
砦

を
立
て
た
こ
と
を
賞
し
て
与
え
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
文
書
は
、
津
平
郷
の
宛
行
が
亀
千
代
や
そ
の
家
中
充
で
は
な
く
、
松
井
忠
次
に
対
し
て
の
安
堵
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
と

(56) 

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
所
領
に
つ
い
て
、
東
条
松
平
家
中
が
亀

f
代
へ
訴
え
て
も
取
り
上
げ
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
松
井
忠
次

へ
与
え
ら
れ
た
津
平
郷
に
つ
い
て
、
東
条
松
平
家
中
は
亀
千
代
に
訴
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

着
候
」
と
、
亀
千
代
家
中
の
「
衆
儀
」
（
合
議
）

と
こ
ろ
で
家
康
は
、
永
禄
六
年
十
月
二
十
四
日
に
松
井
忠
次
の
幡
豆
取
出
に
お
け
る
働
き
に
対
し
て
「
衆
儀
二
付
候
て
、
し
ん
ろ
う
祝

で
の
「
辛
労
」
を
労
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
名
代
」
松
井
忠
次
は
亀
千
代
家
中
の
合

議
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
松
井
忠
次
は
「
名
代
」
と
し
て
、
亀
千
代
に
代
わ
り
東
条
松
平
家
中
（
松
井
忠
次

お
そ
ら
く
津
平
砦
を
立
て
た
と
き
も
、
松
井
忠
次
は
東
条
松
平
家
中
を
索
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
功
績
へ
の
褒
貨
で
あ
る
津

平
郷
が
、
松
井
忠
次
の
み
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
亀
千
代
家
中
が
不
満
に
思
い
、
松
井
忠
次
の
主
人
で
あ
る
亀

f
代
を
通
じ
て

訴
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
家
康
が
松
井
忠
次
に
知
行
地
を
与
え
る
と
き
に
、
亀

r代
家
中
が
亀
千
代
へ
訴
え
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
の
は
、
「
名
代
」
の
権
限
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

起
請
文
の
規
定
に
よ
り
、
東
条
松
平
家
中
が
直
接
家
康
へ
訴
え
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
松
井
忠
次
と
、
・
ヒ
従
関
係
に

の
「
傍
輩
」
）

の
軍
事
指
揮
や
扶
持
給
付
を
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

ウ
ワ
書
）

「
（
切
封
黒
引
）

松
蔵
人
元
康

L— 



123 戦国期今川・徳川領国にみる「名代」

あ
る
亀
千
代
を
通
し
て
訴
え
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
も
し
、
そ
の
対
処
を
め
ぐ
っ
て
亀
千
代
と
松
井
忠
次
が
対
立
し
た
場
合
、
松
井
忠
次

は
召
放
た
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
家
康
は
〈

4
〉
に
み
え
る
よ
う
な
、
松
井
忠
次
の
進
退
保
証
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
上
位
者
へ
の
訴
え
を
認
め
な
い
条
項
は
、
そ
の
他
の
「
名
代
」
の
権
限
に
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
名
代
」
は
家
中
か
ら
の
反
発

さ
て
、
以
上
の
検
討
結
果
か
ら
「
名
代
」
が
成
立
し
た
背
景
を
考
察
す
る
。

さ
せ
る
戦
国
大
名
の
目
的
と
、
課
役
を
負
担
す
る
こ
と
で
改
易
を
遁
れ
「
家
」
の
知
行
地
を
保
持
す
る
従
者
側
の
日
的
、
双
方
の
利
害
の

一
致
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
述
べ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
柴
裕
之
氏
が
指
摘
す
る
、
「
名
代
」
の
成
立
の
背
景
を
再
検
討
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
柴
裕
之
氏
は
、
「
東
条
松
平
亀

f
代
の
「
名
代
」
と
し
て
の
松
井
忠
次
の
政
治
的
立
場
は
、
松
井
忠
次
を
支
持
す
る
こ
と
で
、
当
主

幼
少
な
ど
に
つ
き
不
安
定
で
あ
っ
た
東
条
松
平
家
中
に
影
響
力
を
持
と
う
と
す
る
徳
川
家
康
の
思
惑
と
保
証
を
背
景
に
成
立
し
た
」
と
す

る
3

ま
た
従
者
側
の
松
井
忠
次
に
つ
い
て
は
、
「
松
井
忠
次
が
家
康
よ
り
東
条
松
平
家
と
自
身
の
進
退
の
保
証
を
え
る
こ
と
に
よ
り
、
引
き

続
き
東
条
松
平
家
家
中
内
の
政
治
的
立
場
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
働
き
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

今
川
氏
や
徳
川
氏
が
、
「
名
代
」
を
立
て
る
目
的
の
第
一
義
は
、
諜
役
を
安
定
的
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
松
井
忠
次
に
、
「
名
代
」

と
し
て
東
条
松
平
家
中
に
対
す
る
権
限
を
全
て
一
任
し
、
さ
ら
に
家
中
か
ら
家
康
へ
の
直
接
の
訴
え
を
退
け
た
。
そ
う
な
れ
ば
家
中
は

「
名
代
」
の
決
定
に
従
う
ほ
か
な
く
な
る
。
そ
の
上
で
「
名
代
」
に
諜
役
負
担
を
指
示
す
れ
ば
、
統
制
さ
れ
た
軍
団
が
動
く
こ
と
に
な
る
。

ゆ
え
に
束
条
松
平
家
中
か
ら
安
定
的
に
課
役
（
軍
役
）
負
担
を
さ
せ
る
こ
と
が
家
康
の
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
反
対
に
東
条
松
平
家
の
目
的
を
考
察
す
る
。
柴
裕
之
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
東
条
松
平
家
は
家
中
が
甚
二
郎
方
と
忠
茂
方
に
分

裂
し
て
お
り
不
安
定
な
状
況
に
あ
っ
た
。
忠
茂
方
の
継
承
者
で
あ
る
亀
千
代
を
支
持
し
た
家
中
は
、
甚
―
一
郎
が
復
帰
す
れ
ば
そ
の
家
中
に

お
け
る
立
場
を
失
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
川
氏
・
徳
川
氏
が
亀
了
代
の
進
退
を
保
証
す
る
こ
と
は
、
東
条
松
平
家
に
お
け
る
亀
千
代

を
受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

一
章
で
「
名
代
」
は
、
知
行
地
に
賦
課
し
た
課
役
を
負
担
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役
割
と
権
限

お
わ
り
に

派
（
忠
茂
派
）

の
家
中
の
立
場
を
保
証
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
東
条
松
平
家
で
亀
千
代
派
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
く
に
松
井
忠
次
は
亀
千
代
派
の
筆
頭
の
人
物
で
あ
り
、
自
身
の
政
治
的
立
場
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
亀
千
代
派
の
東
条
松
平

「
家
」
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
家
」
を
存
続
さ
せ
る
に
は
課
役
を
負
担
す
る
必
要
が
あ
っ

そ
こ
で
東
条
松
平
家
に
課
役
を
負
担
さ
せ
軍
事
力
の
確
保
を
す
る
今
川
氏
や
家
康
の
目
的
と
、
亀
千
代
派
の
東
条
松
平
家
を
存
続
さ
せ

る
家
中
の
目
的
、
双
方
の
利
害
が
一
致
し
た
こ
と
で
「
名
代
」
が
成
立
し
た
と
捉
え
る
べ
き
あ
る
。

東
条
松
平
家
な
ど
の
国
衆
と
よ
ば
れ
る
領
域
権
力
の
「
名
代
」
は
、
家
督
や
家
中
と
対
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
大
名
な
ど

の
上
位
者
が
、
「
名
代
」
の
権
限
や
進
退
な
ど
を
保
証
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
一
二
章
に
わ
た
り
「
名
代
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
も
の
を
ま
と
め
、
最
後
に
戦
同
期
に
お
け
る
「
名
代
」
の
位
置
づ
け
を
す
る
。

こ。t
 設

置
期
間

幼
少
当
主
の
「
名
代
」
は
、
そ
の
当
主
が
家
督
と
し
て
必
要
な
「
分
別
」
や
力
量
（
軍
団
の
指
揮
統
制
や
知
行
所
務
の
什
方
な
ど
）
が

備
わ
る
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
幼
少
当
主
で
な
い
例
で
は
、
課
役
の
負
担
が
出
来
な
い
期
間
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
点
を
端

的
に
ま
と
め
る
と
、
当
主
が
課
役
を
負
担
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
「
名
代
」
が
設
置
さ
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
「
名
代
」
の
立
場
な
ど

が
、
保
証
さ
れ
る
契
機
は
、
課
役
負
担
に
つ
い
て
の
間
題
が
「
公
」
に
生
じ
た
と
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
「
名
代
」
が
家
中
か
ら
支
持
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
軍
団
の
指
揮
・
統
制
な
ど
が
ま
ま
な
ら
な
ら
ず
、
上
位
者
の
目
的
に
も

合
致
し
な
い
。
ゆ
え
に
家
中
か
ら
一
定
度
の
支
持
を
有
す
る
人
物
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
決
定
は
合
議
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
推
測

活
動
す
る
た
め
「
名
代
」
と
し
て
代
行
す
る
必
要
は
な
い
。

人
選

保
証
が
な
さ
れ
る
。

課
役
を
負
担
す
る
た
め
に
必
要
な
経
済
基
盤
を
差
配
す
る
公
事
・
知
行
所
務
が
裁
量
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
軍
団
の
指

揮
・
統
制
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
被
官
へ
の
扶
持
給
付
と
召
放
や
内
通
者
へ
の
処
罰
な
ど
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
訴
訟
が
お

こ
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
幼
少
当
主
に
代
わ
り
対
応
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
知
行
所
務
に
つ
い
て
は
、
当
主
の
母
な
ど
の
女
性

が
担
う
場
合
も
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
課
役
を
負
担
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
が
「
名
代
」
に
付
与
さ
れ
る
。

家
中
が
「
名
代
」
の
決
定
に
反
発
し
、
上
位
者
へ
訴
え
出
て
ぎ
て
も
受
け
付
け
な
い
と
し
、
そ
の
差
配
が
一
元
的
に
任
さ
れ
保
証
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
家
中
が
、
上
位
者
へ
訴
え
る
こ
と
で
「
名
代
」
の
決
定
が
変
わ
る
事
を
防
ぐ
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
訴

え
る
こ
と
を
許
容
す
れ
ば
、
「
名
代
」
の
決
定
に
反
発
す
る
家
中
・
被
官
ら
は
、
上
位
者
に
裁
定
を
求
め
て
し
ま
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
軍
事

指
揮
や
公
事
な
ど
の
「
名
代
」
の
決
定
や
指
示
に
従
う
必
要
が
な
く
な
る
。

外
戚
、
養
子
の
場
合
は
実
父
・
実
兄
も
含
む
）

つ
ま
り
課
役
の
負
担
に
支
障
が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
上
位
者
へ
の
訴
え
を
取
り
上
げ
な
い
こ
と
を
保
証
し
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
「
名
代
」
と
し
て
家
中

を
統
制
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
家
督
が
成
長
す
る
こ
と
で
起
こ
り
う
る
対
立
を
想
定
し
て
、
「
名
代
」
の
進
退

「
名
代
」
は
、
課
役
負
担
の
代
行
と
い
う
性
格
を
有
す
る
た
め
に
、
課
役
負
担
が
出
来
る
人
物
が
選
ば
れ
る
。
陣
番
な
ど
の
軍
役
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
に
必
要
な
軍
費
を
捻
出
で
き
る
だ
け
の
経
済
力
を
持
つ
人
物
が
選
ば
れ
る
。
ま
た
主
に
嫡
流
で
は
な
い
近
親
者
（
叔
父
・
伯
父
・

で
あ
る
と
名
え
ら
れ
よ
う
。
嫡
子
で
あ
れ
ば
家
督
と
な
り
、
老
齢
で
あ
れ
ば
隠
居
と
し
て
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戦
国
大
名
は
安
定
的
な
課
役
の
負
担
を
国
衆
・
土
豪
・
給
人
に
求
め
て
い
た
。
そ
の
国
衆
・
土
豪
・
給
人
の
「
家
」
が
経
済
的
・
政
治

的
に
不
安
定
な
状
況
に
陥
る
と
、
戦
国
大
名
か
ら
の
諜
役
を
負
担
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
「
名
代
」
を
活

一
方
、
土
豪
・
給
人
は
課
役
負
担
の
怠
慢
に
よ
る
改
易
を
防
ぎ
、
「
家
」
の
経
済
基
盤
で
あ
る
知
行
地
の
散
逸
を
防
ぐ
目
的
が
あ

っ
た
。
ま
た
国
衆
の
被
官
ら
は
家
中
に
お
け
る
自
身
の
立
場
や
、
当
主
か
ら
充
行
・
安
堵
さ
れ
た
本
領
や
知
行
地
の
喪
失
を
防
ぐ
こ
と
が

目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
が
「
名
代
」
と
し
て
設
置
さ
れ
る
理
由
を
考
察
す
る
。
「
今
川
仮
名

H
録
」
で
は
、
嫡
子
は
相
続
し
た
所
領
を
庶
＋
に
分
け
与
え
、

そ
の
扶
持
を
受
け
た
庶
子
は
嫡
子
の
下
で
奉
公
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
井
出
氏
や
西
郷
氏
、
戸
田
氏
の
事
例
で
は
、
「
名
代
」
は
庶
流

の
人
物
で
あ
り
、
嫡
子
か
ら
の
扶
持
を
受
け
、
そ
の
下
で
奉
公
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
村
松
氏
の
事
例
で
は
、
遠
藤
氏
当
主
の
実
父
兄
（
親

類
）
で
は
あ
る
も
の
の
、
遠
藤
氏
の
軍
役
を
負
担
で
き
る
立
場
で
は
な
い
。
松
井
忠
次
の
事
例
で
は
、
松
井
忠
次
は
亀
千
代
の
「
家
中
」

で
あ
る
た
め
、
本
来
は
亀
千
代
の
軍
事
指
揮
下
で
奉
公
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
家
督
で
な
い
立
場
の
人
物
が
「
家
」
の
軍
事
指

揮
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
別
の
位
置
づ
け
が
必
要
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
「
名
代
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

用
し
て
お
り
、

で
は
、
戦
国
期
に
お
け
る
「
名
代
」
を
位
附
づ
け
る
。
戦
国
大
名
は
、
統
制
が
取
れ
た
軍
団
を
形
成
す
る
た
め
に
「
家
」
の
構
造
を
利

一
定
の
秩
序
を
も
っ
て
「
家
」
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
家
」
の
中
核
と
な
る
家
督
の

存
在
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
家
督
が
幼
少
に
な
る
と
、
「
家
」
が
不
安
定
と
な
り
諜
役
負
担
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
課
役
負
担
の

怠
慢
は
、
土
豪
や
給
人
に
と
っ
て
は
「
家
」
の
知
行
地
の
没
収
・
改
易
を
と
も
な
う
。
ま
た
統
制
・
従
属
関
係
に
あ
る
国
衆
に
と
っ
て
の

軍
事
奉
公
の
怠
慢
は
「
逆
心
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
の
「
家
」
の
存
立
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
と
な
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
3

た
だ
し
、

用
し
た
。 設

置
目
的

(Sg) 

さ
れ
る
。
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そ
れ
は
戦
国
大
名
に
と
っ
て
も
課
役
賦
課
弔
位
と
し
て
の
「
家
」
を
喪
失
し
、
軍
事
力
の
減
衰
を
招
き
う
る
問
題
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
利
害
関
係
の
一
致
か
ら
、
「
名
代
」
に
よ
る
課
役
の
負
担
が
認
め
ら
れ
問
題
の
解
決
が
図
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
戦
国
大
名
は
、
「
家
」

か
ら
安
定
的
に
課
役
を
負
担
さ
せ
る
た
め
に
、
「
名
代
」
と
い
う
手
段
を
用
い
、
不
安
定
な
「
家
」
の
秩
序
を
保
持
し
な
が
ら
存
続
さ
せ

家
督
と
い
う
存
在
は
、
そ
れ
を
支
持
す
る
家
中
に
と
っ
て
、
自
身
の
権
益
や
立
場
を
保
証
し
う
る
唯
一
の
存
在
で
あ
る
。

一
方
、
大
名

に
と
っ
て
は
「
家
」
の
秩
序
を
保
っ
た
め
に
、
そ
の
家
中
ら
が
結
集
す
る
「
核
」
と
し
て
必
要
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ

し
て
「
家
」
を
存
続
さ
せ
る
手
段
で
あ
る
「
名
代
」
が
権
限
を
代
行
す
る
根
拠
は
家
督
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
家
督
は
、
幼
少
・
若
年

で
あ
っ
て
も
必
須
の
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
。
戦
国
人
名
は
、
そ
の
よ
う
な
構
造
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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拙
稿
「
永
禄
期
の
三
河
国
牛
久
保
の
牧
野
氏
と
そ
の
家
中
」
（
『
戦
国
史
研
究
』
七
十
11
号
、
一

1
0
一
じ
年
）
。

中
田
薫
「
東
西
封
建
的
後
見
制
の
比
較
」
（
第
-
―
版
『
法
制
史
論
集
』
第
一
巻
、
岩
波
青
店
、
一
九
じ

0
年
。
：
こ
五
一
頁
＼
二
五
六
頁
。
初

『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
三
十
一
巻
一
号
、
一
九
一
七
年
）
。
同
「
中
但
の
家
督
相
続
法
」
（
第
二
版
「
法
制
史
論
生
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一

九
七

0
年
。
初
出
二

U

国
家
学
会
雑
誌
』
第
三
二
巻
一

0
号
1
-
―
一
号
、
一
九
一
八
年
）
。

(
3
)

前
註

(
2
)
中
円
薦
、
一
九
一
八
年
。
二
七
了
貝
ー
ニ
七
二
頁
。
な
お
封
的
後
見
人
は
「
（
一
）
被
後
見
人
に
属
す
る
領
国
御
恩
地
を
、
収
益

す
る
の
権
利
を
含
む
所
の
T
u
t
e
l
a
fructuaria 
(
箪
者
註
己
収
益
的
後
見
）
な
る
こ
と
(
―
-
）
被
後
見
人
の
、
下
村
に
対
し
て
は
、
彼
に
代
て
封
的
勤

務
に
服
し
（
三
）
被
後
見
人
の
被
官
脊
属
百
姓
に
対
し
て
は
、
彼
に
代
て
こ
れ
を
支
配
し
、
（
四
）
被
後
見
人
自
身
に
対
し
て
は
、
相
当
の
扶
養
料

を
支
給
す
る
こ
と
」
以
上
の
権
利
義
務
が
あ
っ
た
と
す
る
。
（
中
田
黛
、
一
九
一
し
年
。
二
五
六
頁
ニ

(
4
)

石
井
良
助
「
我
が
古
法
に
お
け
る
後
見
と
中
継
相
続
ー
幼
年
保
護
を
中
心
と
し
て
ー
」
(
『

H
本
相
続
法
史
』
創
文
社
、
一
九
八

0
年
。
一
〇

七
貞
ー

1
-
0
ヒ
頁
。
初
出
i

「
法
学
協
会
雑
誌
」
六
五
号
一
、
一
九
四
し
年
）
。
な
お
陣
代
、
番
代
に
つ
い
て
は
、
「
被
後
見
人
が
成
人
（
ふ
つ
う
十

五
歳
）
に
達
す
る
ま
で
、
そ
の
所
領
、
こ
と
に
恩
領
を
知
行
し
、
脊
属
領
民
を
支
配
し
、
‘
F
人
の
た
め
に
封
的
勤
務
に
服
す
る
と
と
も
に
、
被
後

見
人
を
扶
持
す
る
義
務
を
有
し
た
こ
と
し
て
い
る
(
-
三
一
頁
1
-
――・^
一貞）。

(
5
)

福
尾
猛
市
郎
『

H
本
家
族
制
度
史
概
説
』
（
吉
川
弘
文
館
、
／
几
し
て
年
。
一
三
五
頁
）
。
そ
の
根
拠
は
「
結
城
氏
新
法
度
」
「
廂
芥
集
」
と
思

わ
れ
る
。
な
お
、
佐
藤
貴
浩
氏
は
伊
達
氏
の
関
係
史
料
を
検
討
し
、
「
名
代
」
は
「
家
督
」
の
こ
と
を
示
す
と
指
摘
す
る
（
佐
藤
貴
浩
「
戦

1
期
国

分
氏
家
中
の
動
向
と
伊
達
氏
」
（
『
駒
澤
史
学
』
七
一
り
、
―

:oo八
年
）
）
。

(
6
)

柴
裕
之
「
徳
川
氏
の
駿
河
河
東
二
郡
支
配
と
松
井
忠
次
」
（
『
戦
国
・
織
豊
期
大
名
徳
川
氏
の
領
国
支
配
』
岩
田
書
院
、

1
-
0
一
四
年
。
初
出
[

「
徳
川
氏
の
河
東
二
郡
支
配
と
松
井
忠
次
」
（
『
戦
国
史
研
究
』
四
五
号
、
一
パ

0
0
三
年
）
お
よ
び
「
松
井
忠
次
の
政
治
的
立
場
」
（
『
戦
国
史
研
究
』

四
一
一
号
、
二

0
0
一
年
）
。

(
7
)

平
野
明
夫
「
戦
国
期
徳
川
氏
と
三
河
国
八
名
西
郷
氏
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
九
六
号
、
一

1
0
0
六
年
）
u

(
8
)

丸
島
和
洋
「
武
田
家
臣
：
．
枝
氏
の
家
意
識
と
そ
の
変
遷
」
（
『
戦
国
大
名
武
田
氏
の
権
力
構
造
』
思
文
閣
出
版
、
一
パ
）
―
一
年
）
。

(
9
)

松
迫
知
広
「
戦
国
末
期
に
お
け
る
島
津
義
弘
の
政
治
的
位
置
」
（
『
九
州
史
学
』
一
六
六
号
、
；

0
-
四
年
）
。
同
様
の
事
例
を
検
討
し
た
久
下

出
註(
l
)
 

(
2
)
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沼
譲
氏
は
、
「
「
御
名
代
」
義
弘
の
立
場
は
、
当
主
義
久
に
代
わ
っ
て
島
津
氏
の
意
思
決
定
を
行
う
、
当
主
権
限
の
代
行
者
と
し
て
の
側
面
を
も
っ

も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
し
て
い
る
（
久
下
沼
譲
「
「
御
名
代
」
島
津
義
弘
の
権
限
と
政
治
的
位
置
」
『
戦
国
史
研
究
』
七
四
号
、
―

1
0

一
七
年
）
。

(10)

長
谷
川
裕
子
「
畿
内
近
国
「
国
衆
」
の
動
向
と
そ
の
性
格
」
（
『
戦
国
期
の
地
域
権
力
と
惣
国
一
揆
』
岩
田
書
院
、
―

1
0
一
六
年
。
初
出
「
戦

国
期
畿
内
周
辺
に
お
け
る
領
主
権
力
の
動
向
と
そ
の
性
格
ー
近
江
国
坂
田
郡
箕
浦
の
今
井
氏
を
事
例
と
し
て
ー
」
『
史
苑
』
六
一
巻
一
号
、
二

0
0

0
年
）
。
な
お
こ
う
し
た
「
名
代
」
を
執
権
と
し
て
捉
え
て
い
る
（
同
「
戦
国
期
地
域
権
力
の
家
中
形
成
と
そ
の
背
景
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
七
七

号
、
二

0
0
一
年
）
。

(11)

本
稿
で
扱
う
事
例
以
外
に
、
浜
名
氏
（
「
戦
今
』
三
八

0
号
）
や
鈴
木
氏
（
『
戦
今
』
二

0
四
五
号
）
四
宮
氏
（
『
戦
今
』
―
―
二
九
九
号
）
が
確

認
で
き
る
。
こ
れ
以
降
『
戦
国
遺
文
今
川
氏
編
』
は
『
戦
今
』
と
記
し
文
書
号
数
を
付
す
。

(12)

「
三
浦
文
書
」
（
『
戦
今
』
一
―
―
二
ニ
号
）
。

(13)

「
今
川
仮
名
目
録
」
第
十
三
条
。

(14)

弘
治
一
三
年
十
月
九
日
付
三
浦
元
政
充
今
川
義
元
判
物
写
（
「
三
浦
文
書
」
『
愛
十
』
二

0
七
0
号
）
。
こ
れ
以
降
『
愛
知
県
史
資
料
絹
』
は
、
『
愛

0
』
と
表
記
し
、

0
に
巻
次
を
挿
入
し
文
書
号
数
を
付
す
。

(15)

「
三
浦
文
書
」
（
『
戦
今
』
、
一
―
―
―
一
三
号
）
。

(16)

【
史
料
一
】
と
【
史
料
二
】
で
知
行
の
員
数
が
異
な
る
た
め
、
同
じ
知
行
地
か
考
察
を
要
す
る
。
【
史
料
一
】
で
は
「
年
貢
員
数
」
と
し
て
米

―
1
0
一
俵
―
―
斗
が
あ
り
、
【
史
料
―
-
】
で
は
「
仁
田
村
員
数
」
の
合
計
が
一
―
一
九
俵
一
斗
三
升
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
【
史
料
一
】
は
年
貢
の
員

数
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
【
史
料
二
】
は
「
年
貢
」
以
外
の
収
人
高
が
一
七
俵
九
斗
三
升
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
か
ら
、
同
じ

知
行
地
と
捉
え
て
考
察
し
て
い
く
C

(17)

大
久
保
俊
昭
「
井
出
氏
の
場
合
」
（
『
戦
国
期
今
川
氏
の
領
域
と
支
配
』
岩
田
書
院
二

0
0
八
年
。
初
出
「
駿
河
井
出
氏
の
研
究
ー
戦
国
大
名

今
川
領
国
に
お
け
る
上
豪
層
の
存
在
形
態
ー
」
『
地
方
史
研
究
』
一
九
六
号
、
一
九
八
五
年
）
。

(18)

「
浅
川
井
出
文
書
」
（
『
戦
今
』
―
―
六
五
号
）
。

(19)

弘
治
―
一
年
五
月
二
十
六
日
付
千
代
寿
充
今
川
義
元
判
物
（
「
浅
川
井
出
文
書
」
『
戦
今
』

―
二
八
四
号
）
に
、
「
依
無
男
子
、
女
子
松
千
代
仁
千
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代
寿
申
合
」
と
あ
る
。

(20)

「
相
続
の
時
点
で
は
女
子
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
、
い
っ
た
ん
相
続
す
れ
ば
、
公
役
勤
什
と
い
う
命
閻
か
ら
、
婿
が
家
の
継
承
者
と
な
る
の
は

当
然
で
、

‘t
体
は
婿
に
移
る
。
し
か
し
婿
の
不
実
が
発
生
し
た
時
の
実
子
の
女

f
へ
の
悔
返
権
か
相
続
苫
初
よ
り
付
骨
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
権
限

は
容
易
に
復
権
し
え
た
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
（
田
端
泰
子
二
成
国
期
女
性
の
役
割
分
担
＇
経
済
活
動
と
財
産
相
続
」
『
日
本
中
世
女
性
史
論
』
塙

書
房
、
一
九
九
四
年
）
。

(21)

「
浅
川
井
出
文
書
」
（
『
戦
今
』
、
一
三
三
七
号
）
。

(22)

こ
の
他
に
、
盛
重
は
自
身
の
娘
伊
勢
千
代
を
同
族
の
善
三
郎
の
十
千
熊
に
嫁
が
せ
、
そ
の
千
熊
の
知
行
に
賦
課
さ
れ
た
陣
番
を
「
名
代
」
と

し
て
勤
め
て
い
る
。
（
永
禄
十
年
八
月
五
日
井
出
伊
賀
守
充
今
川
氏
貞
刊
物
写
「
諸
州
占
文
上
自
：
1

ド
」
『
戦
今
』
、
ニ
―
:
1
九
号
）

(23)

前
註

(17)
。
盛
重
は
年
貢
を
定
納
す
る
立
場
で
余
計
分
の
所
務
が
今
川
氏
よ
り
認
め
ら
れ
、
ま
た
酒
屋
経
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
経
済
力
が
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

(24)

前
註

(17)
。

(25)

前
註

(
7
)
。

(26)

今
川
氏
貞
判
物
（
「
牧
野
文
書
」
（
『
愛
十
一
』
、
一
―
―
二
号
）
。

(27)

「
譜
牒
余
録
」
（
『
愛
ト
一
』
、
一
六
五
号
）
。

(28)

「
譜
牒
余
録
」
（
『
愛
十
一
』
、
一
六
六
号
）
。

(29)

名
代
が
立
て
ら
れ
る
時
期
の
「
御
成
人
之
際
」
に
つ
い
て
、
平
野
明
夫
氏
は
「
孫
六
郎
の

f
息
が
成
人
の
お
り
に
は
「
名
代
」
と
し
て
尽
力
」

と
解
釈
し
て
い
る
（
前
註
7
)
。
幼
少
で
課
役
が
勤
め
ら
れ
な
い
か
ら
「
名
代
」
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
「
成
人
（
元
服
）
し
た
と
合
」

と
訳
す
に
は
疑
問
が
残
る
。
そ
こ
で
「
成
人
」
の
解
釈
に
は
言
葉
通
り
の
「
大
人
に
な
る
」
と
い
う
意
味
と
「
幼
い
者
が
成
長
す
る
こ
と
」
（
「
成

人
」
の
項
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）
と
い
う
意
味
が
あ
る
e

ま
た
「
際
」
に
は
「
3
物
事
の
様
相
が
転
換
す
る
よ
う
な
大
切
な
時
期
。
転

機
。
時
。
折
り
。
当
座
。
」
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
の
で
、
訳
は
冨
叫
成
長
す
る
時
期
」
と
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
譜
牒
余
録
」
に
は

「
兄
孫
六
郎
幼
少
之
一
子
西
郷
二
在
之
候
間
、
正
勝
遺
跡
ヲ
彼
二
被
仰
付
、
成
人
之
内
陣
代
仕
度
旨
奉
望
」
（
内
閣
文
庫
影
印
叢
刊
『
譜
牒
余
録

中
』
八
七
七
頁
。
）
と
あ
る
。
ま
た
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
清
員
の
項
に
は
、
五
幼
弱
た
り
と
い
え
ど
も
彼
に
た
ま
は
り
成
人
に
及
ぶ
ま
で
は
清
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員
陣
代
た
ら
ん
事
を
こ
ふ
」
（
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
六
巻
、
一
一
九
六
頁
。
）
と
あ
り
、
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
御
党
悟
」

に
つ
い
て
、
平
野
明
夫
氏
は
「
あ
る
こ
と
を
見
通
し
て
、
そ
れ
に
対
処
す
る
心
構
え
を
事
前
に
持
つ
こ
と
」
と
解
釈
し
て
い
る
（
同
前
）
。
『
日
本

国
語
大
辞
典
』
第
二
版
「
格
護
・
格
護
」
（
カ
ク
ゴ
）
の
項
を
引
い
て
み
る
と
、
「
①
扶
持
す
る
こ
と
。
援
護
。
助
勢
す
る
こ
と
。
扶
養
、
保
護
す

る
こ
と
」
「
②
守
り
備
え
る
こ
と
。
ま
も
り
。
守
備
」
「
③
所
持
す
る
こ
と
。
保
有
す
る
こ
と
」
「
④
領
有
し
て
、
支
配
す
る
こ
と
。
領
知
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
御
家
中
御
親
類
・
被
官
・
御
領
中
」
の
支
配
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

(30)

今
川
氏
真
感
状
（
「
各
家
系
図
陶
山
由
緒
記
所
収
写
貞
」
『
戦
今
』
、
一
ー
し
五
八
号
）
。
こ
の
戦
功
に
よ
り
、
吉
員
は
「
孫
八
」
か
ら
「
左
衛
門

佐
」
へ
名
乗
り
を
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

(31)

平
野
明
夫
「
：
―
河
統
一
期
の
支
配
体
制
」
（
『
徳
川
権
力
の
形
成
と
発
展
』
岩
田
書
院
、
一
＾

0
0
・
<
年
）
。
煎
本
増
夫
「
家
康
譜
代
部
将
軍
団
の

成
立
過
程
，
永
禄
末
年
の
徳
川
氏
軍
制
＇
」
『
幕
藩
体
制
成
立
史
の
研
究
]
雄
山
閣
、
一
九
じ
九
年
）
。

(32)

前
註

(
7
)
。
平
野
明
夫
氏
は
、
吉
員
が
徳
川
氏
の
後
ろ
盾
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
吉
員
の
立
場
が
不
安
定
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と

を
推
測
し
て
い
る
。
そ
し
て
吉
員
を
支
持
す
る
勢
力
と
そ
れ
に
反
発
す
る
勢
力
が
あ
っ
た
と
類
推
し
て
い
る
。

(33)

「
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
文
書
」
（
『
愛
十
一
』
六

0
一号）

(34)

弘
治
几
年
十
月
十
六

H
付
戸
田
伝
十
郎
充
今
川
義
厄
判
物
写
（
「
参
州
戸
川
文
書
」
『
愛

l
』
一
九
七
四
号
）
。
弘
治
―
一
年
二
月
三
日
付
同
上
判

物
写
（
「
参
州
戸
田
文
書
」
『
愛
十
』
一
九
九
九
号
）

(35)

知
行
安
堵
や
所
務
沙
汰
に
関
す
る
権
限
を
、
虎
千
代
母
の
よ
う
な
女
性
が
代
行
す
る
こ
と
は
、
国
人
層
や
戦
同
大
名
の
「
家
中
」
に
一
般
的

に
内
在
・
存
在
す
る
事
象
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
久
保
田
昌
希
「
今
川
領
国
の
形
成
」
『
戦
国
大
名
今
川
氏
と
領
国
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、

二
0
0
五
年
。
七
七
頁
）
。

(36)

永
禄
十
年
六
月
日
付
松
平
虎
千
代
充
徳
川
家
康
判
物
（
『
愛
十
一
』
五
五
七
号
）
。

（
翌
虎
千
代
は
天
止
五
年
(
-
五
七
七
）
以
降
に
、
諏
訪
原
城
（
静
岡
県
島
田
市
）
や
江
尻
城
（
静
岡
市
）
に
在
番
し
、
天
正
十
四
年
五
月
十
二

H
の
旭
姫
の
輿
入
れ
に
「
酒
左
馬
寄
国
衆
」
と
し
て
接
待
を
し
て
い
る
（
「
家
忠

H
記」）。

(38)

前
註

(
6
)
お
よ
び
平
野
明
夫
「
今
川
義
元
の
一
こ
河
支
配
観
泉
か
所
蔵
東
条
松
平
文
書
を
通
し
て
ー
」
（
『
駿
河
の
今
川
氏
』
第
九
集
、
静

岡
谷
島
屋
、
一
九
八
六
年
）
。
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(39)

山
田
景
隆
等
連
書
起
請
文
（
「
観
泉
寺
文
書
」
『
愛
十
』
一
八
一

0
号）。

(40)

（
天
文
二
十
年
）
十
二
月
十
一
日
付
今
川
義
元
判
物
「
観
泉
寺
文
書
」
（
『
愛
十
』
一
八
一
て
号
）
。

(41)

弘
治
―
一
年
二
月
二
十
七
日
付
松
平
亀
千
代
充
今
川
義
元
判
物
（
「
観
泉
寺
文
書
」
『
愛
十
』
「

0
0
四
号
）
。

(42)

「
観
泉
寺
文
書
」
（
『
愛
十
』
―

-0-
―
八
号
）
。

(43)

甚
―
一
郎
が
離
反
し
た
天
文
二
十
年
七
月
ま
で
に
は
織
田
・
今
川
氏
の
間
で
停
戦
が
締
結
さ
れ
た
結
果
、
尾
張
因
に
逗
留
で
き
な
く
な
り
、
関

東
へ
移
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
停
戦
は
翌
年
に
は
破
綻
し
て
い
た
。
（
小
川
雄
「
一
五
五

0
年
代
の
東
美
濃
・
奥
ー
1

河
情
勢

ー
武
田
氏
・
今
川
氏
・
織
田
氏
・
齊
藤
氏
の
関
係
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
武
田
氏
研
究
』
四
七
号
、
—
1
0
一
三
年
）
。
ま
た
関
東
か
ら
尾
張
に
戻
っ

た
点
に
つ
い
て
は
、
犬
文
二
十
三
年
の
甲
駿
相
三
国
同
盟
の
締
結
に
よ
り
、
北
条
氏
に
取
り
立
て
ら
れ
る
刈
能
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
『
新
絹
安
城
市
史
』
六

0
五
頁
。
村
岡
幹
夫
執
筆
分
）
。

(44)

前
註

(39)

(45)

前
註

(
6
)
。

(46)

松
井
家
文
書
（
『
愛
十
一
』
―
一
九
号
）
。
な
お
千
々
和
到
氏
は
、
白
山
滝
宝
印
の
版
木
が
時
系
列
に
合
わ
な
い
点
、
こ
れ
に
書
か
れ
て
い
る

貞
永
式
目
に
み
え
る
神
文
は
、
他
大
名
と
の
外
交
文
書
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
文
書
は
該
当
し
な
い
点
。
以
上
の
二
点
か
ら
、
こ
の

文
書
は
慎
重
に
検
討
を
す
る
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
。
た
だ
し
、
版
木
に
つ
い
て
は
、
家
康
に
牛
玉
宝
印
を
も
た
ら
す
白
山
の
先
逹

に
二
系
統
あ
っ
た
と
し
、
桜
井
寺
•
財
貨
寺
な
ど
か
ら
白
山
滝
宝
印
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
神
文
に
つ
い
て
も
「
定
式
化
の
前
の

雑
多
な
罰
文
の
一
種
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
い
」
と
辿
べ
て
い
る

(
~
l々
和
到
「
徳
川
家
康
の
起
請
文
」
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
:
_
+
­

号
、
二

0
0
0
年
）
。
次
い
で
平
野
明
夫
氏
は
、
起
請
文
に
勧
請
さ
れ
た
神
文
は
、
発
給
者
側
と
受
給
者
側
の
双
方
の
信
仰
に
基
づ
き
選
択
さ
れ
、

貞
永
式
目
の
神
文
は
関
東
に
ゆ
か
り
の
あ
る
大
名
と
の
間
で
使
用
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
松
井
忠
次
に
つ
い
て
は
不
明
と
し
て
い
る
。
（
平

野
明
夫
「
徳
川
氏
の
起
請
文
」
『
徳
川
権
力
の
形
成
と
発
展
』
岩
田
書
院
‘
―

1
0
0
六
年
）
。

こ
の
文
書
以
外
の
松
井
忠
次
充
起
請
文
の
神
文
は
、
【
史
料
十
】
に
は
大
満
の
み
、
そ
し
て
永
禄
六
年
十
月
二
十
四
日
付
亀
千
代
・
松
井
忠
次
充

起
請
文
（
「
松
井
家
文
書
」
『
愛
|
-
』
-
―

:o
一
号
）
は
八
幡
・
天
満
で
あ
る
。
平
野
明
夫
氏
の
指
摘
を
考
慮
す
る
と
、
松
井
忠
次
の
儒
仰
が
大
満

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
な
る
と
家
康
の
信
仰
が
見
え
て
こ
な
い
。
以
上
か
ら
家
康
の
信
仰
が
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
貞
永
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式

H
に
あ
る
神
仏
を
引
用
し
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
）
よ
っ
て
こ
の
文
書
は
問
題
な
い
も
の
と
判
断
し
用
い
て
い
く
。

(47)

年
次
は
『
愛
知
県
史
』
で
永
禄
四
年
と
比
定
さ
れ
て
い
る
C

の
ち
播
磨
良
紀
氏
が
、
花
押
の
形
状
か
ら
永
禄
三
年
で
あ
る
と
比
定
し
て
い
る

（
播
磨
良
紀
「
松
平
元
康
の
花
押
に
つ
い
て
」
『
愛
知
県
史
研
究
』
八
号
、
二

0
0
四
年
）
。

(48)

「
譜
牒
余
録
」
（
『
愛
|
-
』

1
1
0
五
号
）
。

(49)

前
註

(
6
)
。

(50)

前
註

(39)
。
「
御
屋
形
様
井
竹

f
代
丸
江
忠
節
之
事
」
が
あ
っ
た
の
で
、
忠
茂
は
そ
の
跡
職
を
安
堵
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
東
条
松
平
家
が
、
今

川
家
と
徳
川
家
に
忠
節
す
る
家
で
あ
る
と
わ
か
る
。

(51)

永
緑
四
年
六
月
＝
―
|
し
日
付
松
井
忠
次
充
松
平
元
康
判
物
（
「
松
井
家
文
書
」
『
愛
十
一
』
一
ニ
ー
ニ
号
）
。

(52)

松
井
忠
次
充
松
平
元
康
書
状
（
「
松
井
家
文
書
」
『
愛
十
一
』
―

1
0
四
号
）
。

(53)

古
田
城
代
の
酒
井
忠
次
は
、
そ
の
城
に
付
随
す
る
領
に
対
し
て
不
入
権
付
与
な
ど
の
大
名
権
限
を
行
使
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
前
註

(31)
。

平
野
明
夫
、
二

0
0
六
年
）
。
東
条
城
代
と
な
っ
た
松
井
忠
次
は
、
新
た
な
権
限
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

(54)

「
松
井
家
文
書
」
（
『
愛
十
一
』
二
五
八
号
）
。

(55)

前
註

(51)
。

(56)

亀
千
代
へ
知
行
地
が
与
え
ら
れ
る
と
き
の
充
所
に
は
、
亀
千
代
と
松
井
忠
次
の
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
松
井
忠
次
に
も
知
ら
さ
れ
て
い

た
（
永
禄
六
年
十
月
二
十
四
日
付
松
平
亀
千
世
•
松
井
忠
次
充
松
平
家
康
起
請
文
（
「
松
井
家
文
書
」
『
愛
十
一
』
三
0
0
号
）
）
。

（
翌
（
永
禄
六
年
）
十
月
ニ
ト
四
日
付
松
井
左
近
充
松
平
家
康
書
状
写
（
「
松
井
家
文
書
」
『
愛
十
一
』
三

0
一
号
）
。

(58)

前
註

(
6
)
。

(59)

越
後
国
の
毛
利
広
春
は

f
が
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
自
身
が
戦
死
し
た
と
き
は
、
「
名
代
」
（
中
継
相
続
人
）
を
立
て
る
よ
う
に
置
文
を
残

し
て
い
た

(
E利
広
春
置
文
「
上
杉
家
文
書
」
『
越
佐
史
料
』
一
二
巻
、
六
六
七
頁
）
。
そ
の
決
定
は
重
臣
ら
が
談
合
し
た
う
え
で
、
妻
の
「
お
う
ゑ
」

が
お
こ
な
う
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
近
江
今
井
氏
の
事
例
で
は
、
今
井
氏
一
門
が
連
署
起
請
文
に
よ
っ
て
「
名
代
」
の
異
見
に
従

う
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
（
今
井
象
秀
等
連
署
起
請
文
写
「
嶋
記
録
」
『
滋
賀
県
中
世
城
郭
分
布
調
査
』
七
）
。

(60)

「
今
川
仮
名
日
録
追
加
」
第
十
条
。
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(61)

前
註

(
1
)
。

(62)

黒
田
基
樹
二
成
国
期
外
様
国
衆
論
」
（
『
増
補
改
訂

七
年
）
。

戦
因
大
名
と
外
様
国
衆
』
戎
光
祥
出
版
、

―
1
0
一
五
年
。
初
版

文
献
出
版
、

一
九
九


